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お花見や、じゃがいもを植え、春を
楽しむ、隠岐共生学園第二保育所
のお友だち

　
耐
え
難
い
悲
劇
と
悲
惨
な
出
来
事

を
生
み
出
す
だ
け
の
悪
し
き
戦
争

が
、再
び
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　【
歴
史
は
繰
り
返
す
】

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、ロ
シ
ア
軍
に
よ

る
想
像
を
絶
す
る
軍
事
攻
撃
に
よ

り
、多
く
の
建
物
が
崩
壊
し
、罪
の
な

い
大
勢
の一
般
市
民
が
犠
牲
と
な
り

ま
し
た
。人
々
は
死
の
恐
怖
を
感
じ

な
が
ら
国
外
へ
と
逃
れ
、避
難
民
と

し
て
耐
え
続
け
て
い
ま
す
。

　一日
も
早
く
戦
争
が
終
結
し
、ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
人
々
が
、再
び
平
和
な
日

常
生
活
を
お
く
る
日
が
来
る
こ
と
を

心
か
ら
願
う
ば
か
り
で
す
。　
　
　

　
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
は
、世
界
平

和
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
出
来
事
で
す
が
、身
近
な
問
題

に
目
を
向
け
た
と
き
、本
町
の
豊
か

な
自
然
、文
化
、平
穏
な
生
活
環
境

等
を
、次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
何
を
な
す
べ
き
か
。

　
大
切
な
こ
と
は
、町
民一人
ひ
と
り

が
英
知
を
出
し
合
い
、ま
ち
の
将
来

に
つ
い
て一緒
に
考
え
行
動
す
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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採 決 の 状 況
賛成多数で可決した議案 （ 臨時会 ・ 定例会 ）

第1回臨時会　全会一致で可決・承認した議案

３月定例会　全会一致で可決・承認・採択した議案

(臨)工事請負変更契約の締結 〔運動公園野外照明施設長寿命化〕

（定）廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正

件　　　名

令和３年度一般会計補正予算（第７号） 専決処分

工事請負変更契約の締結 〔八田集合住宅機械設備工事〕

工事請負変更契約の締結 〔隠岐島文化会館大ホール照明工事〕

令和３年度一般会計補正予算（第８号）

令和３年度国民健康保険施設勘定〔中村診療所〕特別会計補正予算（第３号）

令和３年度国民健康保険施設勘定〔都万診療所〕特別会計補正予算（第３号）

令和３年度五箇へき地診療施設事業特別会計補正予算（第３号）

行政組織条例の一部改正

消防団員の定員、任命、給与、服務等に関する条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

隠岐の島町中財産区基金条例

工事請負変更契約〔公共下水道管路布設工事〕の締結

工事請負変更契約〔中村漁港漁業集落排水管路布設工事〕の締結

物品購入変更契約〔塵芥収集車購入〕の専決処分

令和４年度国民健康保険事業勘定特別会計予算

令和４年度国民健康保険施設勘定〔五箇診療所〕特別会計予算

令和４年度下水道事業特別会計予算

令和４年度訪問看護事業特別会計予算

令和４年度五箇へき地診療施設事業特別会計予算

令和４年度後期高齢者医療保険事業特別会計予算

人権擁護委員の推薦につき意見を求める諮問（2件）

隠岐の島町議会委員会条例の一部改正（発委第1号）

隠岐水産高校「みなし寮（第三寮）」の新設を求める重要決議（発議第２号）

工事請負変更契約の締結 〔八田集合住宅建築主体工事〕

工事請負変更契約の締結 〔隠岐ポートプラザ衛生設備改修工事〕

指定管理者の指定 〔隠岐の島町観光宿泊施設〕

令和３年度国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）

令和３年度国民健康保険施設勘定〔五箇診療所〕特別会計補正予算（第３号）

令和３年度下水道事業特別会計補正予算（第３号）

令和３年度上水道事業会計補正予算（第２号）

職員の育児休業等に関する条例の一部改正

消防団員等公務災害補償条例の一部改正

下水道使用料条例の一部改正

辺地に係る総合整備計画の一部変更

工事請負契約〔中町中条線一本橋橋梁更新工事〕の締結

工事請負変更契約〔林道横尾北山線災害復旧工事〕の締結

令和４年度一般会計予算

令和４年度国民健康保険施設勘定〔中村診療所〕特別会計予算

令和４年度国民健康保険施設勘定〔都万診療所〕特別会計予算

令和４年度駐車場事業特別会計予算

令和４年度布施へき地診療施設事業特別会計予算

令和４年度中財産区特別会計予算

令和４年度上水道事業会計予算

隠岐水産高校「みなし寮（第三寮）」の新設を求める陳情

ロシアによる侵略行為に対する非難決議（発議第1号）
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令
和
４
年
第
一
回
定
例

会
は
３
月
２
日
か
ら
15
日

ま
で
の
14
日
間
開
催
さ
れ
、

新
年
度
当
初
予
算
の
ほ
か
、

令
和
３
年
度
の
各
会
計
補

正
予
算
、条
例
改
正
、工
事

請
負
変
更
契
約
な
ど
37
件

が
提
案
さ
れ
、す
べ
て
の

議
案
を
可
決
・
承
認
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、会
期
中
に
は「
ロ

シ
ア
に
よ
る
侵
略
行
為
に

対
す
る
非
難
決
議
」を
、最

終
日
に
は「
隠
岐
水
産
高

校『
み
な
し
寮(

第
三
寮)

』

の
新
設
を
求
め
る
重
要
決

議
」を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
８
名
の

議
員
が
町
政
を
た
だ
し
、

議
案
に
は
７
名
の
議
員
が

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　２月１８日に令和４年第一回臨時会が開催され、補正予算の専決処分の承認、工
事請負変更契約、指定管理者の指定など７件の議案が提案され、すべての議案を
可決・承認しました。

◆町有財産活用事業……７９１万円
　役場新庁舎と隠岐病院を繋ぐ幹線道路整備のため代替用
地として令和２年に取得したが、代替えできなくなったことか
ら、施設の有効活用を図る事業。改修工事をおこない、３つの
事業所に賃貸する計画。

◆商工業振興センター整備事業……５４６万円
　旧庁舎ふれあいセンターを地元経済の振興を図るための拠点
施設として活用するため、隠岐の島町商工会、隠岐法人会、隠岐の
島町特定地域づくり事業協同組合の事務所として改修する。令和
４年度は改修工事設計費を計上。

◆放課後児童クラブ創設事業……１億１6３３万円
　放課後児童クラブの待機児童解消のため、町直営の新規児童ク
ラブを旧文化学院幼稚園跡（栄町）に創設し、受け入れ人数の増を
図る。また、町直営の子育て支援センターも同施設に移設し利便
性を高めると共に、子育て支援サークルなどが気軽に利用できる
子育て支援の拠点とする事業。令和４年度で建設工事、外構整備、
備品購入を予定。

◆遠隔ICT支援員業務委託事業……３００万円
　令和２年度からタブレット端末の整備を各小中学校で進めてい
るが、教職員が新たなICT環境を日常的・効果的に活用するため
にICT支援技術を有した人材による支援が必要な状態となってい
る。そのため、島外の実績豊富な遠隔ICT支援員を配置する。

◆中出張所庁舎整備事業……１億１７７３万円
　老朽化した中出張所・中村診療所・中村歯科診
療所を一体となった複合施設として新設整備を行う。
令和４年度は設計・敷地造成工事を行い、令和６年
１０月から併用開始の予定。

◆ごみ指定袋購入事業……４００万円
　令和５年４月より、現在のごみ処理券制度か
らごみ指定袋制度へと移行するため、令和４年
度で指定袋を作成する。可燃ごみ袋、不燃ご
み袋、資源ごみ袋のいずれも有料となり、袋の
サイズは最大で４５リットルを予定している。

令和4年度新規事業

◆消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正
◆消防団員等公務災害補償条例の一部改正
　隠岐の島町消防委員会の答申を受け、消防団員の定数、報酬及び費用弁
償の見直しを行い、令和４年度から３年ごとに年報酬を増額する。また、非常
勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正に伴い、補
償基礎額を改定する。

◆子育て世帯への臨時特別給付金の専決処分……１億５００万円
　令和３年度中に子育て世帯への臨時特別給付金を現金で１０万円一括支給するた
めに事業費を追加したもの。対象者は２１００人で、補正後の事業費は２億１１４５万円。

◆廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正
　ごみ排出量に応じた負担の公平化等を目的として、
ごみ処理手数料の改定を行う。また、下水道の利用者
と汲み取り方式の利用者の間に不均衡が生じている
ため、し尿処理料金の改定も行う。

◆行政組織条例の一部改正
　都市計画担当部署の体制を強化し、都市再
生整備計画に基づく事業を推進するため、新
たに「都市計画課」を設置する。

主な条例改正

◆八田集合住宅改修工事（建築主体工事・機械設備工事）
　建物内部の解体及び外壁の欠損調査の結果、室内の左官工事と
外壁欠損部の補修、排水管の追加工事が必要となったため、契約の
変更を行う。
　建築主体工事は９３０万８２００円、機械設備工事は１８７万５５００円
増額する。

◆運動公園野外照明施設長寿命化工事
　照明の制御方法を変更し、更に消費電力を抑えるため電線管及び
ケーブルの増加が必要となり契約の変更を行う。２８４万５７００円増
額する。

工事契約の変更

◆ホテルMIYABIの指定管理者の指定
　株式会社隠岐商事を指定管理者として選定した。
（指定期間：令和４年４月１日～令和７年３月３１日まで）

指定管理者の指定

令和４年度一般会計当初予算　180億4000万円
※前年度比４．７％増

町有施設の有効活用を

消防団員の処遇改善へ

総合グランドのナイター設備 経済振興の拠点施設に

２
月
臨
時
会

３
月
定
例
会
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償の見直しを行い、令和４年度から３年ごとに年報酬を増額する。また、非常
勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正に伴い、補
償基礎額を改定する。

◆子育て世帯への臨時特別給付金の専決処分……１億５００万円
　令和３年度中に子育て世帯への臨時特別給付金を現金で１０万円一括支給するた
めに事業費を追加したもの。対象者は２１００人で、補正後の事業費は２億１１４５万円。

◆廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正
　ごみ排出量に応じた負担の公平化等を目的として、
ごみ処理手数料の改定を行う。また、下水道の利用者
と汲み取り方式の利用者の間に不均衡が生じている
ため、し尿処理料金の改定も行う。

◆行政組織条例の一部改正
　都市計画担当部署の体制を強化し、都市再
生整備計画に基づく事業を推進するため、新
たに「都市計画課」を設置する。

主な条例改正

◆八田集合住宅改修工事（建築主体工事・機械設備工事）
　建物内部の解体及び外壁の欠損調査の結果、室内の左官工事と
外壁欠損部の補修、排水管の追加工事が必要となったため、契約の
変更を行う。
　建築主体工事は９３０万８２００円、機械設備工事は１８７万５５００円
増額する。

◆運動公園野外照明施設長寿命化工事
　照明の制御方法を変更し、更に消費電力を抑えるため電線管及び
ケーブルの増加が必要となり契約の変更を行う。２８４万５７００円増
額する。

工事契約の変更

◆ホテルMIYABIの指定管理者の指定
　株式会社隠岐商事を指定管理者として選定した。
（指定期間：令和４年４月１日～令和７年３月３１日まで）

指定管理者の指定

令和４年度一般会計当初予算　180億4000万円
※前年度比４．７％増

町有施設の有効活用を

消防団員の処遇改善へ

総合グランドのナイター設備 経済振興の拠点施設に

２
月
臨
時
会

３
月
定
例
会
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紙面上、質問と答弁は要約した内容になって
おります。全文記録は議会事務局にあり、ホー
ムページにも掲載しています。
またYou Tubeにて動画も公開
しており、スマホやタブレットか
ら右のQRコードを読み取ると簡
単にアクセスできます。

村
上
議
員
　
新
規
事
務
事

業
の
公
会
計
シ
ス
テ
ム
業

務
委
託
料
の
内
訳
と
業
務

委
託
を
す
る
に
至
っ
た
理

由
は
。

財
政
課
長
　
公
会
計
シ
ス

テ
ム
の
導
入
経
費
と
財
務

書
類
の
作
成
分
析
等
が
主

な
費
用
で
あ
る
。ま
た
、精

度
の
高
い
資
料
を
作
成
し
、

今
後
の
資
料
活
用
に
つ
い

て
専
門
的
な
支
援
を
受
け

る
必
要
性
が
あ
る
と
の
理

由
か
ら
業
務
委
託
と
し
た
。

村
上
議
員
　
社
会
教
育
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
策
定

業
務
１
２
０
０
万
円
の
内

訳
と
、
当
該
計
画
の
策
定

が
遅
れ
た
理
由
は
。

社
会
教
育
課
長
　
図
書
館
、

温
水
プ
ー
ル
、
隠
岐
島
文
化

会
館
の
３
つ
の
建
物
及
び
、

そ
れ
ら
に
付
随
す
る
設
備

等
の
劣
化
状
況
の
調
査
費
、

計
画
書
作
成
費
、
人
件
費

が
主
な
経
費
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
施

設
の
改
修
等
に
多
額
に
費

用
を
要
し
た
こ
と
、
さ
ら
に

計
画
策
定
に
も
費
用
が
か

か
る
た
め
作
業
が
遅
れ
た
。

村
上
議
員
　
廃
校
と
な
っ

た
大
久
小
、
今
津
小
、
那

久
小
な
ど
の
教
育
施
設
に

つ
い
て
も
個
別
施
設
計
画

は
策
定
す
る
の
か
。

副
町
長
　
今
後
順
次
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
が
、

一
度
に
は
で
き
な
い
の
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

西
尾
議
員
　
令
和
４
年
の

寄
付
金
額
の
目
標
を
６
２

０
０
万
円
に
設
定
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
達
成

す
る
の
か
。

地
域
振
興
課
長
　
町
民
に

ご
協
力
を
仰
ぎ
、
島
外
に

お
住
ま
い
の
ご
家
族
、
ご

親
族
へ
の
寄
付
の
お
願
い

を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

新
規
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

追
加
の
検
討
を
行
っ
て
い

く
。
寄
付
者
の
満
足
度
を

高
め
る
取
組
み
と
し
て
、

引
き
続
き
返
礼
品
の
追
加

等
を
検
討
し
て
い
る
。

西
尾
議
員
　
ふ
る
さ
と
納

税
で
先
進
地
と
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
返
礼
品
一
品

一
品
を
丁
寧
に
Ｐ
Ｒ
し
て

お
り
、
ほ
ぼ
毎
日
情
報
発
信

し
て
い
る
。
本
町
は
情
報
発

信
が
不
十
分
で
な
い
か
。

地
域
振
興
課
長
　
情
報
発
信

に
つ
い
て
は
、
弱
か
っ
た
と

実
感
を
し
て
い
る
。
情
報
発

信
の
取
組
み
を
検
討
す
る
。

西
尾
議
員
　
昨
年
12
月
に

Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
創
業

者
の
前
澤
氏
か
ら
５
０
０

万
円
の
寄
付
が
あ
り
、
観
光

振
興
に
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
趣
旨
だ
っ
た

が
、
令
和
４
年
度
に
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の

か
。
情
報
発
信
力
の
非
常

に
強
い
前
澤
氏
に
取
り
上

げ
て
も
ら
え
る
よ
う
事
業

展
開
す
べ
き
と
思
う
が
。

地
域
振
興
課
長
　
本
町
の

次
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
繋

が
る
寄
付
だ
と
思
う
。
関

係
各
課
と
事
業
内
容
と
情

報
発
信
の
仕
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
。

石
田
議
員
　
ご
み
減
量
化

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
中

で
、
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」

と
し
て
実
施
を
検
討
し
て

い
る
が
方
法
等
は
。

環
境
課
長
　
ま
す
ま
す
高

齢
化
社
会
に
な
る
た
め
、

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
検

討
す
る
。

石
田
議
員
　
公
共
料
金
等

審
議
会
の
答
申
書
で
、
町
民

へ
の
説
明
を
懇
切
丁
寧
に

し
て
い
た
だ
き
、
町
民
の

理
解
を
得
た
上
で
実
施
す

る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と

申
し
添
え
て
い
る
。
町
民

へ
の
周
知
徹
底
を
ど
の
よ

う
な
方
法
で
行
う
の
か
。

環
境
課
長
　
７
月
か
ら
各

支
所
、
出
張
所
等
で
説
明
、

協
議
し
９
月
か
ら
51
箇
所

で
実
施
す
る
。

石
田
議
員
　
も
っ
と
場
所

を
増
や
し
て
説
明
会
を
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
課
長
　
要
望
が
あ
れ

ば
出
か
け
て
行
う
。

石
田
議
員
　
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
実
施
で
あ
る

が
猶
予
期
間
は
な
い
の
か
。

環
境
課
長
　
猶
予
期
間
は

考
え
て
い
な
い
。

岡
田
議
員
　
「
第
２
次
隠

岐
の
島
町
観
光
振
興
計
画
」

の
公
衆
ト
イ
レ
美
化
事
業

で
は
、
観
光
客
が
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
る
際
、
快
適

に
使
用
で
き
る
よ
う
美
化

に
努
め
る
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
各
観
光
地
及
び
公

衆
ト
イ
レ
管
理
費
の
積
算

根
拠
は
。

商
工
観
光
課
長
　
ト
イ
レ

の
規
模
や
現
場
の
状
況
、

利
用
頻
度
等
を
考
慮
し
積

算
し
て
い
る
。
清
掃
は
週

１
回
か
ら
10
日
に
１
回
程

度
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

盆
前
後
や
観
光
シ
ー
ズ
ン

は
週
２
回
実
施
し
て
い
る

所
も
あ
る
。

岡
田
議
員
　
先
進
自
治
体
で

は
、
巡
回
点
検
や
検
証
を
実

　

施
し
な
が
ら
環
境
改
善
し

て
い
る
。
本
町
で
も
こ
の

よ
う
な
取
組
み
を
し
て
い

る
所
は
あ
る
か
。

商
工
観
光
課
長
　
委
託
を

お
願
い
さ
れ
る
地
区
や
団

体
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
実
情
で
あ
る
。

岡
田
議
員
　
今
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
る
が
、
ト
イ
レ
の
利

用
者
や
綺
麗
に
清
掃
し
て

下
さ
る
方
々
へ
の
感
染
予

防
対
策
と
し
て
、
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
・
マ
ス
ク
・
ゴ
ム

手
袋
・
掃
除
用
品
等
の
感

染
対
策
用
品
は
重
要
だ
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
配

慮
を
し
て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長
　
当
然
の

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

感
染
対
策
用
品
も
予
算
に

含
め
、
し
っ
か
り
対
策
を

講
じ
て
対
応
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
を
し
て
い

る
。

前
田
議
員
　
令
和
５
年
４

月
か
ら
可
燃
ご
み
収
集
で

54
％
の
大
幅
値
上
げ
に
な

る
が
、
経
営
上
止
む
を
得

な
い
状
況
か
。

環
境
課
長
　
平
成
21
年
に

料
金
改
定
を
し
て
か
ら
そ

の
ま
ま
で
対
応
し
て
き
た
。

ご
み
処
理
経
費
も
15
％
高

騰
し
て
き
て
い
る
。
ご
み

処
理
券
制
度
か
ら
指
定
袋

制
度
へ
移
行
と
な
る
費
用

の
負
担
の
公
平
化
な
ど
の

要
因
で
必
要
性
が
あ
る
。

前
田
議
員
　
財
政
負
担
を

し
て
で
も
住
民
生
活
を
助

け
て
い
く
方
向
性
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
。

今
回
、
小
袋
を
何
種
類
も
作

る
よ
う
だ
が
、
な
ぜ
90
リ
ッ

ト
ル
袋
を
や
め
る
の
か
。

環
境
課
長
　
現
在
の
ご
み

出
し
ル
ー
ル
は
「
ご
み
処
理

券
」
１
枚
10
キ
ロ
以
内
で
、

そ
れ
を
添
付
し
て
ご
み
を

排
出
し
て
い
る
。
ご
み
の
量

が
５
キ
ロ
で
あ
っ
て
も
「
ご

み
処
理
券
」１
枚
を
添
付
す

る
こ
と
に
な
る
。
排
出
量
に

応
じ
た
費
用
負
担
に
公
平

化
す
る
た
め
に
、
ご
み
袋

の
種
類
を
３
種
類
に
す
る

ほ
か
、
各
家
庭
の
排
出
量

に
応
じ
た
指
定
袋
を
選
択

す
る
方
法
で
あ
る
。

前
田
議
員
　
他
の
類
似
自

治
体
の
値
上
げ
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。

環
境
課
長
　
今
回
改
正
す

る
可
燃
ご
み
袋
45
リ
ッ
ト

ル
77
円
で
は
、
隠
岐
４
ゕ
町

村
で
は
２
番
目
に
な
る
。

松
江
市
よ
り
は
若
干
高
く
、

県
内
で
３
番
目
に
高
い
。

県
内
市
町
村
で
ご
み
券
を

使
っ
て
い
る
の
は
本
町
と

海
士
町
の
他
は
、
全
て
指

定
袋
を
使
っ
て
い
る
。

齋
藤
議
員
　
本
事
業
に
６

万
８
０
０
０
円
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
調
査
に
は
ど
ん
な
専
門

家
に
調
査
を
依
頼
す
る
の

か
。
ま
た
調
査
後
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

社
会
教
育
課
長
　
町
内
各
所

に
あ
る
仏
像
や
神
像
に
つ

い
て
、こ
れ
ま
で
総
合
的
調

査
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。

　
ま
ず
現
地
調
査
に
よ
る

現
状
把
握
と
文
化
財
的
価

値
を
把
握
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
、
適
切
な
管

理
の
方
法
、
保
護
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
調
査
に
は

県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物

館
の
学
芸
員
の
協
力
を
得

る
予
定
で
あ
る
。

　
調
査
の
範
囲
や
内
容
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、新
年
度

の
文
化
財
保
護
審
議
会
で

意
見
を
求
め
進
め
て
い
く
。

池
田
（
賢
）
議
員
　
旧
文

化
学
院
幼
稚
園
跡
に
「
子

育
て
ビ
ジ
タ
ー
交
流
セ
ン

タ
ー
」
の
機
能
と
し
て
「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
及
び

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
直
営
で
設
置
し
、
子
育

て
の
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
し
て
い
る
が
、
事

業
目
的
と
事
業
費
の
内
容

は
。

保
健
福
祉
課
長
　
「
児
童

ク
ラ
ブ
」
の
創
設
は
、
待

機
児
童
の
解
消
と
コ
ロ
ナ

禍
の
感
染
症
対
策
と
し
て

の
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
、
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
今
津
地
区
か
ら
の
移
設

は
、
立
地
的
な
利
便
性
を

高
め
る
こ
と
を
事
業
の
目

的
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
建
物
は
木
造
平

屋
建
て
床
面
積
２
３
７
㎡

で
、
総
事
業
費
は
、
約
１

億
１
６
０
０
万
円
（
建
設

工
事
・
外
構
整
備
・
管
理

委
託
費
・
備
品
購
入
費

等
）
を
予
定
し
て
い
る
。

池
田
（
賢
）
議
員
　
敷
地

内
の
道
路
整
備
と
敷
地
周

辺
の
危
険
木
の
伐
採
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
園
庭
部
分

に
接
続
す
る
進
入
路
は
、
幅

を
広
げ
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
桜
等
の
周

辺
危
険
木
に
つ
い
て
は
、
全

て
伐
採
す
る
計
画
で
あ
る
。

池
田
（
賢
）
議
員
　
昨
年

３
月
に
該
当
地
区
の
自
治

会
と
の
話
し
合
い
中
で
、

「
物
事
が
決
ま
っ
て
か
ら
の

説
明
で
は
な
く
、
町
の
経

過
に
並
行
し
て
報
告
し
て

い
く
」
と
い
う
約
束
で
あ

り
な
が
ら
説
明
が
な
か
っ

た
。
地
区
の
方
は
非
常
に

不
満
を
持
っ
て
お
り
、
年

度
末
で
総
会
時
期
を
控
え
、

内
容
の
説
明
が
で
き
な
い

状
態
で
あ
る
。
な
ぜ
説
明

会
を
開
か
な
か
っ
た
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
早
急
に
説

明
会
を
す
べ
き
で
あ
っ
た

が
、現
在
ま
で
説
明
に
至
っ

て
い
な
い
こ
と
は
申
し
訳

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

早
急
に
該
当
地
区
の
方
に

対
し
、
説
明
資
料
を
全
戸

配
布
す
る
。
そ
の
後
、
コ
ロ

ナ
が
落
ち
着
い
た
時
点
で

説
明
会
を
開
催
し
た
い
。

予算・条例などを
チェック！

質疑した議員
○村上 謙武  ○石田 茂春  ○前田 芳樹  ○池田 賢治
○西尾 幸太郎  ○岡田 智子  ○齋藤 則子

総括質疑

一
般
会
計
当
初
予
算
の

詳
細
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に

つ
い
て

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

各
観
光
地
及
び
公
衆
ト
イ

レ
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

ご
み
指
定
袋
等
作
成
費
に

つ
い
て

町
内
木
像
彫
刻
調
査
事
業

に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
創
設

事
業
に
つ
い
て
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村
上
議
員
　
新
規
事
務
事

業
の
公
会
計
シ
ス
テ
ム
業

務
委
託
料
の
内
訳
と
業
務

委
託
を
す
る
に
至
っ
た
理

由
は
。

財
政
課
長
　
公
会
計
シ
ス

テ
ム
の
導
入
経
費
と
財
務

書
類
の
作
成
分
析
等
が
主

な
費
用
で
あ
る
。ま
た
、精

度
の
高
い
資
料
を
作
成
し
、

今
後
の
資
料
活
用
に
つ
い

て
専
門
的
な
支
援
を
受
け

る
必
要
性
が
あ
る
と
の
理

由
か
ら
業
務
委
託
と
し
た
。

村
上
議
員
　
社
会
教
育
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
策
定

業
務
１
２
０
０
万
円
の
内

訳
と
、
当
該
計
画
の
策
定

が
遅
れ
た
理
由
は
。

社
会
教
育
課
長
　
図
書
館
、

温
水
プ
ー
ル
、
隠
岐
島
文
化

会
館
の
３
つ
の
建
物
及
び
、

そ
れ
ら
に
付
随
す
る
設
備

等
の
劣
化
状
況
の
調
査
費
、

計
画
書
作
成
費
、
人
件
費

が
主
な
経
費
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
施

設
の
改
修
等
に
多
額
に
費

用
を
要
し
た
こ
と
、
さ
ら
に

計
画
策
定
に
も
費
用
が
か

か
る
た
め
作
業
が
遅
れ
た
。

村
上
議
員
　
廃
校
と
な
っ

た
大
久
小
、
今
津
小
、
那

久
小
な
ど
の
教
育
施
設
に

つ
い
て
も
個
別
施
設
計
画

は
策
定
す
る
の
か
。

副
町
長
　
今
後
順
次
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
が
、

一
度
に
は
で
き
な
い
の
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

西
尾
議
員
　
令
和
４
年
の

寄
付
金
額
の
目
標
を
６
２

０
０
万
円
に
設
定
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
達
成

す
る
の
か
。

地
域
振
興
課
長
　
町
民
に

ご
協
力
を
仰
ぎ
、
島
外
に

お
住
ま
い
の
ご
家
族
、
ご

親
族
へ
の
寄
付
の
お
願
い

を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

新
規
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

追
加
の
検
討
を
行
っ
て
い

く
。
寄
付
者
の
満
足
度
を

高
め
る
取
組
み
と
し
て
、

引
き
続
き
返
礼
品
の
追
加

等
を
検
討
し
て
い
る
。

西
尾
議
員
　
ふ
る
さ
と
納

税
で
先
進
地
と
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
返
礼
品
一
品

一
品
を
丁
寧
に
Ｐ
Ｒ
し
て

お
り
、
ほ
ぼ
毎
日
情
報
発
信

し
て
い
る
。
本
町
は
情
報
発

信
が
不
十
分
で
な
い
か
。

地
域
振
興
課
長
　
情
報
発
信

に
つ
い
て
は
、
弱
か
っ
た
と

実
感
を
し
て
い
る
。
情
報
発

信
の
取
組
み
を
検
討
す
る
。

西
尾
議
員
　
昨
年
12
月
に

Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
創
業

者
の
前
澤
氏
か
ら
５
０
０

万
円
の
寄
付
が
あ
り
、
観
光

振
興
に
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
趣
旨
だ
っ
た

が
、
令
和
４
年
度
に
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の

か
。
情
報
発
信
力
の
非
常

に
強
い
前
澤
氏
に
取
り
上

げ
て
も
ら
え
る
よ
う
事
業

展
開
す
べ
き
と
思
う
が
。

地
域
振
興
課
長
　
本
町
の

次
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
繋

が
る
寄
付
だ
と
思
う
。
関

係
各
課
と
事
業
内
容
と
情

報
発
信
の
仕
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
。

石
田
議
員
　
ご
み
減
量
化

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
中

で
、
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」

と
し
て
実
施
を
検
討
し
て

い
る
が
方
法
等
は
。

環
境
課
長
　
ま
す
ま
す
高

齢
化
社
会
に
な
る
た
め
、

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
検

討
す
る
。

石
田
議
員
　
公
共
料
金
等

審
議
会
の
答
申
書
で
、
町
民

へ
の
説
明
を
懇
切
丁
寧
に

し
て
い
た
だ
き
、
町
民
の

理
解
を
得
た
上
で
実
施
す

る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と

申
し
添
え
て
い
る
。
町
民

へ
の
周
知
徹
底
を
ど
の
よ

う
な
方
法
で
行
う
の
か
。

環
境
課
長
　
７
月
か
ら
各

支
所
、
出
張
所
等
で
説
明
、

協
議
し
９
月
か
ら
51
箇
所

で
実
施
す
る
。

石
田
議
員
　
も
っ
と
場
所

を
増
や
し
て
説
明
会
を
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
課
長
　
要
望
が
あ
れ

ば
出
か
け
て
行
う
。

石
田
議
員
　
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
実
施
で
あ
る

が
猶
予
期
間
は
な
い
の
か
。

環
境
課
長
　
猶
予
期
間
は

考
え
て
い
な
い
。

岡
田
議
員
　
「
第
２
次
隠

岐
の
島
町
観
光
振
興
計
画
」

の
公
衆
ト
イ
レ
美
化
事
業

で
は
、
観
光
客
が
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
る
際
、
快
適

に
使
用
で
き
る
よ
う
美
化

に
努
め
る
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
各
観
光
地
及
び
公

衆
ト
イ
レ
管
理
費
の
積
算

根
拠
は
。

商
工
観
光
課
長
　
ト
イ
レ

の
規
模
や
現
場
の
状
況
、

利
用
頻
度
等
を
考
慮
し
積

算
し
て
い
る
。
清
掃
は
週

１
回
か
ら
10
日
に
１
回
程

度
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

盆
前
後
や
観
光
シ
ー
ズ
ン

は
週
２
回
実
施
し
て
い
る

所
も
あ
る
。

岡
田
議
員
　
先
進
自
治
体
で

は
、
巡
回
点
検
や
検
証
を
実

　

施
し
な
が
ら
環
境
改
善
し

て
い
る
。
本
町
で
も
こ
の

よ
う
な
取
組
み
を
し
て
い

る
所
は
あ
る
か
。

商
工
観
光
課
長
　
委
託
を

お
願
い
さ
れ
る
地
区
や
団

体
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
実
情
で
あ
る
。

岡
田
議
員
　
今
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
る
が
、
ト
イ
レ
の
利

用
者
や
綺
麗
に
清
掃
し
て

下
さ
る
方
々
へ
の
感
染
予

防
対
策
と
し
て
、
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
・
マ
ス
ク
・
ゴ
ム

手
袋
・
掃
除
用
品
等
の
感

染
対
策
用
品
は
重
要
だ
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
配

慮
を
し
て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長
　
当
然
の

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

感
染
対
策
用
品
も
予
算
に

含
め
、
し
っ
か
り
対
策
を

講
じ
て
対
応
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
を
し
て
い

る
。

前
田
議
員
　
令
和
５
年
４

月
か
ら
可
燃
ご
み
収
集
で

54
％
の
大
幅
値
上
げ
に
な

る
が
、
経
営
上
止
む
を
得

な
い
状
況
か
。

環
境
課
長
　
平
成
21
年
に

料
金
改
定
を
し
て
か
ら
そ

の
ま
ま
で
対
応
し
て
き
た
。

ご
み
処
理
経
費
も
15
％
高

騰
し
て
き
て
い
る
。
ご
み

処
理
券
制
度
か
ら
指
定
袋

制
度
へ
移
行
と
な
る
費
用

の
負
担
の
公
平
化
な
ど
の

要
因
で
必
要
性
が
あ
る
。

前
田
議
員
　
財
政
負
担
を

し
て
で
も
住
民
生
活
を
助

け
て
い
く
方
向
性
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
。

今
回
、
小
袋
を
何
種
類
も
作

る
よ
う
だ
が
、
な
ぜ
90
リ
ッ

ト
ル
袋
を
や
め
る
の
か
。

環
境
課
長
　
現
在
の
ご
み

出
し
ル
ー
ル
は
「
ご
み
処
理

券
」
１
枚
10
キ
ロ
以
内
で
、

そ
れ
を
添
付
し
て
ご
み
を

排
出
し
て
い
る
。
ご
み
の
量

が
５
キ
ロ
で
あ
っ
て
も
「
ご

み
処
理
券
」１
枚
を
添
付
す

る
こ
と
に
な
る
。
排
出
量
に

応
じ
た
費
用
負
担
に
公
平

化
す
る
た
め
に
、
ご
み
袋

の
種
類
を
３
種
類
に
す
る

ほ
か
、
各
家
庭
の
排
出
量

に
応
じ
た
指
定
袋
を
選
択

す
る
方
法
で
あ
る
。

前
田
議
員
　
他
の
類
似
自

治
体
の
値
上
げ
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。

環
境
課
長
　
今
回
改
正
す

る
可
燃
ご
み
袋
45
リ
ッ
ト

ル
77
円
で
は
、
隠
岐
４
ゕ
町

村
で
は
２
番
目
に
な
る
。

松
江
市
よ
り
は
若
干
高
く
、

県
内
で
３
番
目
に
高
い
。

県
内
市
町
村
で
ご
み
券
を

使
っ
て
い
る
の
は
本
町
と

海
士
町
の
他
は
、
全
て
指

定
袋
を
使
っ
て
い
る
。

齋
藤
議
員
　
本
事
業
に
６

万
８
０
０
０
円
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
調
査
に
は
ど
ん
な
専
門

家
に
調
査
を
依
頼
す
る
の

か
。
ま
た
調
査
後
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

社
会
教
育
課
長
　
町
内
各
所

に
あ
る
仏
像
や
神
像
に
つ

い
て
、こ
れ
ま
で
総
合
的
調

査
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。

　
ま
ず
現
地
調
査
に
よ
る

現
状
把
握
と
文
化
財
的
価

値
を
把
握
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
、
適
切
な
管

理
の
方
法
、
保
護
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
調
査
に
は

県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物

館
の
学
芸
員
の
協
力
を
得

る
予
定
で
あ
る
。

　
調
査
の
範
囲
や
内
容
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、新
年
度

の
文
化
財
保
護
審
議
会
で

意
見
を
求
め
進
め
て
い
く
。

池
田
（
賢
）
議
員
　
旧
文

化
学
院
幼
稚
園
跡
に
「
子

育
て
ビ
ジ
タ
ー
交
流
セ
ン

タ
ー
」
の
機
能
と
し
て
「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
及
び

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
直
営
で
設
置
し
、
子
育

て
の
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
し
て
い
る
が
、
事

業
目
的
と
事
業
費
の
内
容

は
。

保
健
福
祉
課
長
　
「
児
童

ク
ラ
ブ
」
の
創
設
は
、
待

機
児
童
の
解
消
と
コ
ロ
ナ

禍
の
感
染
症
対
策
と
し
て

の
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
、
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
今
津
地
区
か
ら
の
移
設

は
、
立
地
的
な
利
便
性
を

高
め
る
こ
と
を
事
業
の
目

的
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
建
物
は
木
造
平

屋
建
て
床
面
積
２
３
７
㎡

で
、
総
事
業
費
は
、
約
１

億
１
６
０
０
万
円
（
建
設

工
事
・
外
構
整
備
・
管
理

委
託
費
・
備
品
購
入
費

等
）
を
予
定
し
て
い
る
。

池
田
（
賢
）
議
員
　
敷
地

内
の
道
路
整
備
と
敷
地
周

辺
の
危
険
木
の
伐
採
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
園
庭
部
分

に
接
続
す
る
進
入
路
は
、
幅

を
広
げ
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
桜
等
の
周

辺
危
険
木
に
つ
い
て
は
、
全

て
伐
採
す
る
計
画
で
あ
る
。

池
田
（
賢
）
議
員
　
昨
年

３
月
に
該
当
地
区
の
自
治

会
と
の
話
し
合
い
中
で
、

「
物
事
が
決
ま
っ
て
か
ら
の

説
明
で
は
な
く
、
町
の
経

過
に
並
行
し
て
報
告
し
て

い
く
」
と
い
う
約
束
で
あ

り
な
が
ら
説
明
が
な
か
っ

た
。
地
区
の
方
は
非
常
に

不
満
を
持
っ
て
お
り
、
年

度
末
で
総
会
時
期
を
控
え
、

内
容
の
説
明
が
で
き
な
い

状
態
で
あ
る
。
な
ぜ
説
明

会
を
開
か
な
か
っ
た
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
早
急
に
説

明
会
を
す
べ
き
で
あ
っ
た

が
、現
在
ま
で
説
明
に
至
っ

て
い
な
い
こ
と
は
申
し
訳

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

早
急
に
該
当
地
区
の
方
に

対
し
、
説
明
資
料
を
全
戸

配
布
す
る
。
そ
の
後
、
コ
ロ

ナ
が
落
ち
着
い
た
時
点
で

説
明
会
を
開
催
し
た
い
。

予算・条例などを
チェック！

質疑した議員
○村上 謙武  ○石田 茂春  ○前田 芳樹  ○池田 賢治
○西尾 幸太郎  ○岡田 智子  ○齋藤 則子

総括質疑

一
般
会
計
当
初
予
算
の

詳
細
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に

つ
い
て

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

各
観
光
地
及
び
公
衆
ト
イ

レ
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

ご
み
指
定
袋
等
作
成
費
に

つ
い
て

町
内
木
像
彫
刻
調
査
事
業

に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
創
設

事
業
に
つ
い
て
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第
２
次
観
光
振
興

計
画
は
令
和
３
年

度
に
評
価
検
証
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
町
長
の

見
解
は
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
、
今
後
の
観
光
振

興
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
観
光
受
地
整
備
と
し
て

塩
の
浜
海
岸
整
備
に
つ
い

て
町
長
の
見
解
は
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
も

あ
り
、
令
和
３
年

度
中
で
評
価
検
証
す
る
こ

と
は
困
難
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
る
が
、
遅

く
と
も
令
和
５
年
度
当
初

に
間
に
合
う
よ
う
に
し
た

い
。
観
光
振
興
に
つ
い
て

は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
考
え
、

観
光
地
と
し
て
の
意
識
改

革
、
観
光
受
地
整
備
を
取

り
組
む
。

　
塩
の
浜
に
関
し
て
は
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
か
、
改
め
て
計
画
を
作

り
直
し
て
み
た
い
。

西
郷
港
周
辺
の
整

備
事
業
に
つ
い
て

町
長
は
、
「
整
備
の
実
現

に
は
、
玄
関
口
周
辺
の
町

民
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
、
合
意
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
く
」
と

以
前
答
弁
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
整
備
計
画
で

特
に
影
響
が
大
き
い
地
区

か
ら
「
今
の
ま
ま
で
は
住

民
の
利
便
性
や
福
祉
の
向

上
を
望
め
な
い
」
「
観
光

客
の
た
め
に
施
設
整
備
を

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
厳
し
い
声
が
あ
る
。

周
辺
地
区
住
民
と
も
し
っ

か
り
協
議
し
て
い
く
べ
き

と
思
う
が
。整備

エ
リ
ア
の
窓

口
と
し
て
は
考
え

て
い
な
い
が
、
エ
リ
ア
に

関
わ
る
地
区
は
重
要
な
鍵

を
握
っ
て
い
く
と
認
識
し

て
い
る
。

　
地
区
の
皆
さ
ん
の
声
を

聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

安部 大助　議員
あ   べ　 だい すけ

西郷港周辺の未来予想図

　

町
民
へ
の
説
明
と

情
報
提
供
が
な
い

状
況
で
、
ご
み
処
理
と
、

し
尿
処
理
に
関
す
る
条
例

改
正
を
議
会
に
上
程
し
た

が
、
な
ぜ
料
金
等
の
改
定

を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、

そ
の
根
拠
と
な
る
背
景
や

プ
ロ
セ
ス
等
、
条
例
を
改

正
す
る
前
に
町
民
に
説
明

す
る
責
任
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
条
例
改
正
後
の
事
後
説

明
で
対
応
す
る
よ
う
な
事

案
で
は
な
い
と
考
え
る
が
。

大
幅
な
制
度
変
更

を
伴
う
た
め
、
１

年
間
の
周
知
期
間
を
設
け
、

施
行
日
を
令
和
５
年
４
月

１
日
と
し
た
。

　
町
民
に
は
、
料
金
改
定

に
至
っ
た
経
過
と
料
金
算

定
基
準
の
根
拠
に
つ
い
て
、

懇
切
丁
寧
に
説
明
し
理
解

を
し
て
い
た
だ
く
。

町
民
の
暮
ら
し
に

と
っ
て
重
要
な
情

報
を
町
民
が
共
有
す
る
こ

と
に
よ
り
、協
働
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
も
可
能
に

な
る
と
考
え
る
。

　
積
極
的
な
情
報
公
開
を

と
お
し
て
、
町
民
と
の
情

報
の
共
有
化
を
図
る
必
要

性
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

本
町
で
は
、
多
様

な
広
報
媒
体
を
通

じ
行
政
情
報
を
公
開
し
、

町
民
と
の
協
力
・
連
携
に

よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

実
践
し
て
い
る
。

　
今
後
も
積
極
的
な
情
報

公
開
に
努
め
、
町
民
と
の

相
互
理
解
の
も
と
に
、「
ま

ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

施
政
方
針
の
重
点

目
標
に
魅
力
あ
る

教
育
環
境
づ
く
り
を
掲
げ

て
い
る
が
、
多
く
の
学
校

施
設
で
は
、
老
朽
化
に
伴

う
修
繕
工
事
が
必
要
と
さ

れ
る
状
況
に
あ
る
。

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
中
で
、
学
校
施
設

の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿

命
化
を
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
く
の
か
。

令
和
２
年
３
月
に

学
校
施
設
の
個
別

施
設
計
画
を
策
定
し
た
。

　
今
後
、
策
定
し
た
計
画

に
基
づ
き
、
総
合
振
興
計

画
の
事
業
実
施
計
画
に
盛

り
込
み
、
年
次
計
画
を
立

て
な
が
ら
整
備
を
図
る
。

 

児
童･

生
徒
の｢

１

人
１
台
端
末｣

等
の

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
が
始
ま

り
一
年
が
経
過
し
た
が
、

学
校
間
で
利
活
用
方
法
に

格
差
が
生
じ
て
い
る
。
教

育
現
場
は
日
々
多
忙
で
あ

り
、
同
時
に
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
教
育

を
推
進
す
る
の
は
無
理
が

あ
る
。
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
専
属
の
支

援
員
を
配
置
し
て
は
ど
う

か
。

学
校
・
家
庭
・
児

童
生
徒
間
に
使
用

目
的
や
ル
ー
ル
の
周
知
徹

底
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

町
内
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
に
詳
し
い

教
員
の
方
々
に
参
画
し
て

も
ら
い
「
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
活
用
教

育
推
進
チ
ー
ム
」
を
立
ち

上
げ
、
使
用
ル
ー
ル
や
機
能

制
、
授
業
支
援
ツ
ー
ル
ア
プ

リ
の
選
定
な
ど
、
協
議
を
進

め
て
い
る
。

　
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置

に
於
い
て
は
島
内
に
条
件

に
あ
っ
た
方
が
お
ら
ず
、

各
学
校
へ
の
常
勤
配
置
は

困
難
だ
。
率
先
励
行
さ
れ

て
い
る
町
内
の
先
生
方
に

支
援
チ
ー
ム
に
入
っ
て
頂

き
各
学
校
の
指
導
を
し
て

い
た
だ
く
方
針
だ
。
現

状
、
本
土
の
実
績
豊
富
な

専
門
業
者
に
委
託
を
し
て

支
援
体
制
を
強
化
す
る
。

教
育
方
針
に
よ
っ

て
は
、
優
秀
な
人

材
が
生
ま
れ
「
学
び
の
町
」

に
な
り
得
る
の
で
は
な
い

か
。

　
町
長
の
施
政
方
針
に
於

い
て｢

島
を
愛
し
、
自
ら
未

来
を
ひ
ら
く
『
隠
岐
び
と
』

を
育
て
る｣

な
ど
の
基
本
目

標
を
掲
げ
て
い
た
。
こ
れ

を
機
に
、
専
門
支
援
員
が

で
き
る
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

導
入
を
募
る
な
ど
、
人
材

育
成
の
た
め
に
思
い
切
っ

た
施
策
に
踏
み
切
る
べ
き

で
は
。「

デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
」
の

考
え
方
に
よ
り
、
地
域
格

差
を
解
消
す
る
施
策
と
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
専
門
支
援
員
に

つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と

し
て
取
り
組
む
。

   

村上 謙武  議員
むらかみ   かねたけ

牧野 牧子  議員
まき の     まき  こ

町政に問う！町政に問う！

一般質問一般質問

問

問

町
長

町
長

問

問

町
長

問

問

問

町
長

町
長

町
長

教
長

教
長 ……教育長町

長 ……町長 問……議員質問

Ｑ
令
和
３
年
度
実
施
予

定
の
観
光
振
興
計
画

の
評
価
検
証
は
。

Ａ
今
年
度
は
間
に
合
わ

ず
令
和
４
年
度
中
に

行
う
。

Ｑ
町
民
へ
の
説
明
責
任

を
十
分
に
果
た
す
べ

き
で
は
。

Ａ
懇
切
丁
寧
な
説
明
に

努
め
町
民
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
。

Ｑ
港
周
辺
整
備
事
業
、

地
区
と
の
連
携
強
化

を
。

Ａ
地
区
の
声
も
聞
き
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。

Ｑ 

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進

す
る
専
属
支
援
員
の

配
置
は
。

Ａ
常
勤
配
置
は
困
難
だ

が
、
島
内
の
推
進
支

援
チ
ー
ム
と
業
者
委

託
で
対
応
す
る
。

Ｑ
学
校
施
設
の
整
備
計

画
は
。

Ａ
年
次
計
画
を
立
て
な

が
ら
整
備
を
図
る
。
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今
後
の
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対
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に
つ
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て
ど
の
よ

う
に
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る
の
か
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受
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と
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塩
の
浜
海
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整
備
に
つ
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て
町
長
の
見
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。
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ロ
ナ
の
影
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も

あ
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、
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和
３
年

度
中
で
評
価
検
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す
る
こ

と
は
困
難
な
状
況
と
な
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て
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る
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ル
に
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は
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が
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遅
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和
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年
度
当
初

に
間
に
合
う
よ
う
に
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た

い
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光
振
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に
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て

は
ウ
ィ
ズ
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を
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、
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地
と
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て
の
意
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改
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、
観
光
受
地
整
備
を
取

り
組
む
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塩
の
浜
に
関
し
て
は
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
か
、
改
め
て
計
画
を
作

り
直
し
て
み
た
い
。

西
郷
港
周
辺
の
整

備
事
業
に
つ
い
て

町
長
は
、
「
整
備
の
実
現

に
は
、
玄
関
口
周
辺
の
町

民
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
、
合
意
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
く
」
と

以
前
答
弁
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
整
備
計
画
で

特
に
影
響
が
大
き
い
地
区

か
ら
「
今
の
ま
ま
で
は
住

民
の
利
便
性
や
福
祉
の
向

上
を
望
め
な
い
」
「
観
光

客
の
た
め
に
施
設
整
備
を

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
厳
し
い
声
が
あ
る
。

周
辺
地
区
住
民
と
も
し
っ

か
り
協
議
し
て
い
く
べ
き

と
思
う
が
。整備

エ
リ
ア
の
窓

口
と
し
て
は
考
え

て
い
な
い
が
、
エ
リ
ア
に

関
わ
る
地
区
は
重
要
な
鍵

を
握
っ
て
い
く
と
認
識
し

て
い
る
。

　
地
区
の
皆
さ
ん
の
声
を

聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

安部 大助　議員
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西郷港周辺の未来予想図
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民
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提
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み
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に
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を
議
会
に
上
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と
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な
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報
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、
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と
の
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有
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と
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が
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を
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に
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、
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合
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Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
が
始
ま

り
一
年
が
経
過
し
た
が
、

学
校
間
で
利
活
用
方
法
に

格
差
が
生
じ
て
い
る
。
教

育
現
場
は
日
々
多
忙
で
あ

り
、
同
時
に
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
教
育

を
推
進
す
る
の
は
無
理
が

あ
る
。
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
専
属
の
支

援
員
を
配
置
し
て
は
ど
う

か
。

学
校
・
家
庭
・
児

童
生
徒
間
に
使
用

目
的
や
ル
ー
ル
の
周
知
徹

底
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

町
内
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
に
詳
し
い

教
員
の
方
々
に
参
画
し
て

も
ら
い
「
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
活
用
教

育
推
進
チ
ー
ム
」
を
立
ち

上
げ
、
使
用
ル
ー
ル
や
機
能

制
、
授
業
支
援
ツ
ー
ル
ア
プ

リ
の
選
定
な
ど
、
協
議
を
進

め
て
い
る
。

　
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置

に
於
い
て
は
島
内
に
条
件

に
あ
っ
た
方
が
お
ら
ず
、

各
学
校
へ
の
常
勤
配
置
は

困
難
だ
。
率
先
励
行
さ
れ

て
い
る
町
内
の
先
生
方
に

支
援
チ
ー
ム
に
入
っ
て
頂

き
各
学
校
の
指
導
を
し
て

い
た
だ
く
方
針
だ
。
現

状
、
本
土
の
実
績
豊
富
な

専
門
業
者
に
委
託
を
し
て

支
援
体
制
を
強
化
す
る
。

教
育
方
針
に
よ
っ

て
は
、
優
秀
な
人

材
が
生
ま
れ
「
学
び
の
町
」

に
な
り
得
る
の
で
は
な
い

か
。

　
町
長
の
施
政
方
針
に
於

い
て｢

島
を
愛
し
、
自
ら
未

来
を
ひ
ら
く
『
隠
岐
び
と
』

を
育
て
る｣

な
ど
の
基
本
目

標
を
掲
げ
て
い
た
。
こ
れ

を
機
に
、
専
門
支
援
員
が

で
き
る
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

導
入
を
募
る
な
ど
、
人
材

育
成
の
た
め
に
思
い
切
っ

た
施
策
に
踏
み
切
る
べ
き

で
は
。「

デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
」
の

考
え
方
に
よ
り
、
地
域
格

差
を
解
消
す
る
施
策
と
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
専
門
支
援
員
に

つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と

し
て
取
り
組
む
。

   

村上 謙武  議員
むらかみ   かねたけ

牧野 牧子  議員
まき の     まき  こ

町政に問う！町政に問う！

一般質問一般質問

問

問

町
長

町
長

問

問

町
長

問

問

問

町
長

町
長

町
長

教
長

教
長 ……教育長町

長 ……町長 問……議員質問

Ｑ
令
和
３
年
度
実
施
予

定
の
観
光
振
興
計
画

の
評
価
検
証
は
。

Ａ
今
年
度
は
間
に
合
わ

ず
令
和
４
年
度
中
に

行
う
。

Ｑ
町
民
へ
の
説
明
責
任

を
十
分
に
果
た
す
べ

き
で
は
。

Ａ
懇
切
丁
寧
な
説
明
に

努
め
町
民
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
。

Ｑ
港
周
辺
整
備
事
業
、

地
区
と
の
連
携
強
化

を
。

Ａ
地
区
の
声
も
聞
き
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。

Ｑ 

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進

す
る
専
属
支
援
員
の

配
置
は
。

Ａ
常
勤
配
置
は
困
難
だ

が
、
島
内
の
推
進
支

援
チ
ー
ム
と
業
者
委

託
で
対
応
す
る
。

Ｑ
学
校
施
設
の
整
備
計

画
は
。

Ａ
年
次
計
画
を
立
て
な

が
ら
整
備
を
図
る
。
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平
成
26
年
の
隠
岐

の
島
町
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
構
想
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
が
、
最
初
の
計
画
よ

り
遅
れ
、変
更
さ
れ
て
き
た

が
、今
後
の
計
画
と
方
針
は
。

ペ
レ
ッ
ト
導
入
実

施
計
画
を
は
じ
め

と
す
る
製
造
施
設
運
営
計

画
な
ど
、
思
う
よ
う
に
進
ん

で
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
国
は
、「
２
０
５
０
年

ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
ゼ
ロ
に
し
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、脱
炭
素

社
会
の
実
現
を
目
指
す
」

と
し
て
お
り
、
本
町
と
し

て
も
、
新
年
度
に
再
エ
ネ

導
入
を
推
進
す
る
た
め
の

「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
を
策
定
し
、
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
予
定
で

あ
る
。

残
り
の
公
共
施
設

に
は
ペ
レ
ッ
ト
ボ

イ
ラ
ー
を
導
入
し
な
い
の

か
。
ま
た
、
ペ
レ
ッ
ト
発
電

事
業
の
現
状
は
。
　

今
後
、
公
共
施
設
全

て
で
、
ペ
レ
ッ
ト
ボ

イ
ラ
ー
を
導
入
す
る
計
画

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
ペ
レ
ッ
ト
発
電
事

業
は
、
大
手
民
間
会
社
と

話
し
合
い
を
し
て
、
一
緒

に
や
っ
て
い
け
る
と
い
う

方
向
で
進
ん
で
い
る
。

毎
年
の
事
業
報
告

書
及
び
計
画
書
が

あ
る
の
か
。
毎
年
同
じ
よ

う
な
事
業
し
か
実
施
し
て

い
な
い
よ
う
に
思
う
が
、

新
た
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
。
　
　

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
」
な
ど
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
思

う
。
提
案
と
し
て
、
関
西

地
区
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
を
出
し
た
ら
ど
う
か
。

報
告
書
及
び
計
画

書
は
年
度
ご
と
に

作
成
し
て
い
な
い
。
提
案

を
含
め
て
担
当
部
署
と
一

緒
に
考
え
て
い
く
。

近
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
竹

島
の
日
記
念
式
典
の
規
模

縮
小
を
始
め
と
し
て
、
竹

島
問
題
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
し
に
く
い
状

況
に
あ
り
、
こ
れ
が
続
け

ば
竹
島
問
題
に
関
す
る
地

元
住
民
、
日
本
国
民
の
意

識
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

地
元
自
治
体
と
し
て
竹
島

問
題
へ
ど
う
取
り
組
む
か

伺
う
。

　「
久
見
竹
島
歴
史
館
」
を

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
関
連
資
料
の
管

理
・
保
管
方
法
の
見
直
し

を
行
う
と
同
時
に
、
竹
島

問
題
へ
の
関
心
を
高
め
る

た
め
に
も
、
資
料
の
活
用

方
法
の
検
討
も
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

国
に
啓
発
施
設
の

建
設
を
求
め
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、

来
館
者
に
広
く
「
竹
島
問

題
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
資
料
収
集
に
力
を

入
れ
る
と
と
も
に
、
当
該

施
設
で
の
展
示
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

　「
久
見
竹
島
歴
史
館
」
に

資
料
等
を
集
約
し
、
管
理
・

保
管
の
徹
底
を
図
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
資
料
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
。

地
元
自
治
体
か
ら

竹
島
問
題
に
つ
い

て
の
情
報
発
信
が
不
十
分

と
感
じ
る
。
本
町
の
中
学

校
で
は
領
土
問
題
に
関
す

る
作
文
で
毎
年
賞
を
取
り
、

竹
島
問
題
・
領
土
問
題
に

関
心
を
持
ち
、
活
動
し
て

い
る
高
校
生
も
い
る
と
聞

く
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
様

子
や
作
文
な
ど
に
つ
い
て

も
、
翻
訳
な
ど
外
国
語
対

応
も
し
な
が
ら
本
町
か
ら

情
報
発
信
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

町
民
は
も
と
よ
り
、

国
内
外
の
多
く
の

方
に
「
竹
島
問
題
」
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
本
町

か
ら
情
報
発
信
し
て
い
く

こ
と
は
、
大
変
重
要
な
こ

と
と
認
識
し
て
い
る
。

　
関
係
機
関
と
連
携
を
密

に
し
、
外
国
語
で
の
情
報

発
信
、
情
報
の
更
新
や
新

規
情
報
の
掲
載
を
随
時
行

う
と
と
も
に
、
竹
島
学
習

の
場
と
し
て
、
よ
り
一
層

関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
す
る
。

藤野 定幸  議員
ふじ  の    さだゆき

西尾 幸太郎  議員
にし お    こう  た  ろう

消費拡大が課題のペレット事業

有効活用が期待される「久見竹島歴史館」

　

「
隠
岐
び
と
の
心
」

を
大
事
に
し
た
地

域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い

る
が
、
命
輝
く
社
会
貢
献

活
動
の
機
運
が
醸
成
さ
れ

る
中
、
「
人
間
味
あ
ふ
れ
る

隠
岐
び
と
の
心
の
輪
」
を
、

大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
も
、「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」「
住
民
参
画
」
と

い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す

る
が
、敷
居
が
高
く
感
じ

る
。
そ
こ
で
、
誰
も
が
身

近
に
取
り
組
め
る
社
会
貢

献
活
動
の
見
え
る
化
や
、

行
政
が
今
ま
で
以
上
に
身

近
な
存
在
と
な
る
た
め
に

も
、
現
場
に
出
向
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

ま
ち
づ
く
り
の
原

点
は
「
隠
岐
び
と

の
心
」、す
な
わ
ち
「
隠
岐

を
愛
す
る
心
」
で
あ
り
、

社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て

は
「
隠
岐
び
と
の
心
」
を

持
ち
、
行
動
す
る
人
が
増

え
る
こ
と
で
、よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
は
、学
校
教
育
や
社

会
教
育
を
と
お
し
て
「
隠

岐
び
と
の
心
」
を
育
み
、

自
ら
考
え
、
行
動
で
き
る

人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
。

さ
ら
に
、
問
題
の
提
起
や

啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

社
会
貢
献
活
動
の
参
加
に

向
け
た
き
っ
か
け
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、職
員
一
丸
と
な
っ

て
「
現
場
主
義
」
に
努
め

な
が
ら
も
、
地
域
住
民
の

一
人
と
し
て
、
社
会
貢
献

活
動
や
地
域
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
公
と
私
の

垣
根
な
く
「
隠
岐
び
と
の

心
」
の
育
み
や
、
身
近
な

社
会
貢
献
活
動
の
推
進
、

ひ
い
て
は
、
良
か
っ
た
が

響
く
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

全
域
的
に
漁
港
港

湾
は
総
じ
て
整
備

さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
中

で
重
栖
湾
一
帯
は
、
他
に

比
較
し
て
港
湾
関
連
施
設

整
備
が
非
常
に
遅
れ
て
い

る
。
均
衡
あ
る
整
備
促
進

を
し
て
は
ど
う
か
。
　
　

　
数
年
前
に
、
地
域
の
漁

業
団
体
が
町
と
県
に
「
重

栖
湾
の
総
合
的
な
改
修
計

画
・
要
望
書
」
を
提
出
し

た
が
、
こ
の
要
望
書
を
読

み
返
し
、
県
と
連
携
し
な

が
ら
、
遅
れ
て
い
る
箇
所

の
整
備
促
進
に
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。
県
に
強
く

要
請
す
べ
き
で
は
。

平
成
26
年
9
月
に

陳
情
書
を
受
け
て

い
る
。
現
在
、
福
浦
港
背

後
地
の
舗
装
実
施
に
向
け
、

県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

事
業
の
必
要
性
と
優
先
順

位
を
整
理
し
た
上
で
、
県
に

対
し
要
望
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

島
後
環
状
線
の
一

端
を
成
す
漁
港
関

連
道
の
代
大
橋
か
ら
北
方

ま
で
の
区
間
は
、
な
ぜ
、
改

修
工
事
が
始
ま
ら
な
い
の

か
。
平
成
2
年
に
地
元
要

望
書
を
出
し
、
近
く
着
工
見

込
み
と
聞
い
て
か
ら
数
年

が
経
っ
て
し
ま
っ
た
。
島

後
環
状
線
連
結
の
た
め
に
、

早
期
施
工
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
ま
た
、
長
尾
田
大
橋
か

ら
大
領
ト
ン
ネ
ル
方
向
へ

は
、
県
道
と
思
え
な
い
ほ

ど
狭
隘
で
曲
折
し
、
劣
悪

な
ま
ま
で
拡
幅
直
線
化
が

必
要
だ
。
地
形
的
に
施
工

困
難
な
ら
ば
、
長
尾
田
大

橋
か
ら
蔵
田
へ
向
け
て
海

岸
寄
り
に
ト
ン
ネ
ル
を
通

し
て
、
時
間
短
縮
と
漁
村

集
落
の
直
結
性
を
高
め
て

は
ど
う
か
。
県
に
現
行
道
路

の
拡
幅
か
、新
ト
ン
ネ
ル
開

設
か
を
要
請
す
べ
き
で
は
。

代
大
橋
か
ら
北
方

ま
で
の
区
間
は
、

令
和
6
年
度
に
工
事
着
手
、

7
年
度
の
完
成
予
定
と
し

て
い
る
。
ま
た
、長
尾
田
大

橋
か
ら
5
０
０
ｍ
の
区
間

は
見
通
し
が
悪
く
、
狭
く
て

通
り
に
く
い
道
路
で
あ
る

と
承
知
し
て
い
る
。
優
先
順

位
を
整
理
し
、
県
へ
要
望
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

岡田 智子  議員
おか だ    とも   こ

前田 芳樹  議員
まえ  だ    よし  き

“身近な社会貢献活動”の推進を

狭く見通しが悪い長尾田大橋付近

問町
長

問町
長

問町
長

問

問 町
長

町
長

問

町
長

問

問 町
長

町
長

Ｑ
島
後
環
状
線
道
路
の

未
施
工
区
間
の
改
修

整
備
を
。

Ａ
優
先
順
位
を
整
理

し
、県
へ
要
望
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

Ｑ
県
管
理
漁
港
港
湾
の

施
設
整
備
が
遅
れ
た

箇
所
の
整
備
促
進
を
。

Ａ
県
へ
要
望
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

Ｑ
ペ
レ
ッ
ト
事
業
の
現

状
と
今
後
の
計
画

は
。

Ａ
新
年
度
に
計
画
を
策

定
し
、ビ
ジ
ョ
ン
を
示

す
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
地
元
自
治
体
と
し
て

「
竹
島
問
題
」
に
ど

う
取
り
組
む
か
。

Ａ
国
内
外
の
方
々
に
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
力
す
る
。

Ｑ
「
隠
岐
び
と
の
心
」

を
育
む
、
身
近
な
社

会
貢
献
活
動
に
つ
い

て
の
取
組
み
は
。

Ａ
自
ら
考
え
、
行
動
で

き
る
人
材
の
育
成

と
、
社
会
貢
献
活
動

へ
の
き
っ
か
け
づ
く

り
を
行
う
。

Ｑ
「
隠
岐
の
島
町
水
産

業
振
興
計
画
」
の
事

業
検
証
と
今
後
の
方

針
は
。

Ａ
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

計
画
を
念
頭
に
事
業

を
展
開
す
る
。
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平
成
26
年
の
隠
岐

の
島
町
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
構
想
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
が
、
最
初
の
計
画
よ

り
遅
れ
、変
更
さ
れ
て
き
た

が
、今
後
の
計
画
と
方
針
は
。

ペ
レ
ッ
ト
導
入
実

施
計
画
を
は
じ
め

と
す
る
製
造
施
設
運
営
計

画
な
ど
、
思
う
よ
う
に
進
ん

で
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
国
は
、「
２
０
５
０
年

ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
ゼ
ロ
に
し
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、脱
炭
素

社
会
の
実
現
を
目
指
す
」

と
し
て
お
り
、
本
町
と
し

て
も
、
新
年
度
に
再
エ
ネ

導
入
を
推
進
す
る
た
め
の

「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
を
策
定
し
、
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
予
定
で

あ
る
。

残
り
の
公
共
施
設

に
は
ペ
レ
ッ
ト
ボ

イ
ラ
ー
を
導
入
し
な
い
の

か
。
ま
た
、
ペ
レ
ッ
ト
発
電

事
業
の
現
状
は
。
　

今
後
、
公
共
施
設
全

て
で
、
ペ
レ
ッ
ト
ボ

イ
ラ
ー
を
導
入
す
る
計
画

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
ペ
レ
ッ
ト
発
電
事

業
は
、
大
手
民
間
会
社
と

話
し
合
い
を
し
て
、
一
緒

に
や
っ
て
い
け
る
と
い
う

方
向
で
進
ん
で
い
る
。

毎
年
の
事
業
報
告

書
及
び
計
画
書
が

あ
る
の
か
。
毎
年
同
じ
よ

う
な
事
業
し
か
実
施
し
て

い
な
い
よ
う
に
思
う
が
、

新
た
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
。
　
　

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
」
な
ど
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
思

う
。
提
案
と
し
て
、
関
西

地
区
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
を
出
し
た
ら
ど
う
か
。

報
告
書
及
び
計
画

書
は
年
度
ご
と
に

作
成
し
て
い
な
い
。
提
案

を
含
め
て
担
当
部
署
と
一

緒
に
考
え
て
い
く
。

近
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
竹

島
の
日
記
念
式
典
の
規
模

縮
小
を
始
め
と
し
て
、
竹

島
問
題
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
し
に
く
い
状

況
に
あ
り
、
こ
れ
が
続
け

ば
竹
島
問
題
に
関
す
る
地

元
住
民
、
日
本
国
民
の
意

識
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

地
元
自
治
体
と
し
て
竹
島

問
題
へ
ど
う
取
り
組
む
か

伺
う
。

　「
久
見
竹
島
歴
史
館
」
を

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
関
連
資
料
の
管

理
・
保
管
方
法
の
見
直
し

を
行
う
と
同
時
に
、
竹
島

問
題
へ
の
関
心
を
高
め
る

た
め
に
も
、
資
料
の
活
用

方
法
の
検
討
も
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

国
に
啓
発
施
設
の

建
設
を
求
め
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、

来
館
者
に
広
く
「
竹
島
問

題
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
資
料
収
集
に
力
を

入
れ
る
と
と
も
に
、
当
該

施
設
で
の
展
示
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

　「
久
見
竹
島
歴
史
館
」
に

資
料
等
を
集
約
し
、
管
理
・

保
管
の
徹
底
を
図
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
資
料
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
。

地
元
自
治
体
か
ら

竹
島
問
題
に
つ
い

て
の
情
報
発
信
が
不
十
分

と
感
じ
る
。
本
町
の
中
学

校
で
は
領
土
問
題
に
関
す

る
作
文
で
毎
年
賞
を
取
り
、

竹
島
問
題
・
領
土
問
題
に

関
心
を
持
ち
、
活
動
し
て

い
る
高
校
生
も
い
る
と
聞

く
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
様

子
や
作
文
な
ど
に
つ
い
て

も
、
翻
訳
な
ど
外
国
語
対

応
も
し
な
が
ら
本
町
か
ら

情
報
発
信
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

町
民
は
も
と
よ
り
、

国
内
外
の
多
く
の

方
に
「
竹
島
問
題
」
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
本
町

か
ら
情
報
発
信
し
て
い
く

こ
と
は
、
大
変
重
要
な
こ

と
と
認
識
し
て
い
る
。

　
関
係
機
関
と
連
携
を
密

に
し
、
外
国
語
で
の
情
報

発
信
、
情
報
の
更
新
や
新

規
情
報
の
掲
載
を
随
時
行

う
と
と
も
に
、
竹
島
学
習

の
場
と
し
て
、
よ
り
一
層

関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
す
る
。

藤野 定幸  議員
ふじ  の    さだゆき

西尾 幸太郎  議員
にし お    こう  た  ろう

消費拡大が課題のペレット事業

有効活用が期待される「久見竹島歴史館」

　

「
隠
岐
び
と
の
心
」

を
大
事
に
し
た
地

域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い

る
が
、
命
輝
く
社
会
貢
献

活
動
の
機
運
が
醸
成
さ
れ

る
中
、
「
人
間
味
あ
ふ
れ
る

隠
岐
び
と
の
心
の
輪
」
を
、

大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
も
、「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」「
住
民
参
画
」
と

い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す

る
が
、敷
居
が
高
く
感
じ

る
。
そ
こ
で
、
誰
も
が
身

近
に
取
り
組
め
る
社
会
貢

献
活
動
の
見
え
る
化
や
、

行
政
が
今
ま
で
以
上
に
身

近
な
存
在
と
な
る
た
め
に

も
、
現
場
に
出
向
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

ま
ち
づ
く
り
の
原

点
は
「
隠
岐
び
と

の
心
」、す
な
わ
ち
「
隠
岐

を
愛
す
る
心
」
で
あ
り
、

社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て

は
「
隠
岐
び
と
の
心
」
を

持
ち
、
行
動
す
る
人
が
増

え
る
こ
と
で
、よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
は
、学
校
教
育
や
社

会
教
育
を
と
お
し
て
「
隠

岐
び
と
の
心
」
を
育
み
、

自
ら
考
え
、
行
動
で
き
る

人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
。

さ
ら
に
、
問
題
の
提
起
や

啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

社
会
貢
献
活
動
の
参
加
に

向
け
た
き
っ
か
け
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、職
員
一
丸
と
な
っ

て
「
現
場
主
義
」
に
努
め

な
が
ら
も
、
地
域
住
民
の

一
人
と
し
て
、
社
会
貢
献

活
動
や
地
域
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
公
と
私
の

垣
根
な
く
「
隠
岐
び
と
の

心
」
の
育
み
や
、
身
近
な

社
会
貢
献
活
動
の
推
進
、

ひ
い
て
は
、
良
か
っ
た
が

響
く
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

全
域
的
に
漁
港
港

湾
は
総
じ
て
整
備

さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
中

で
重
栖
湾
一
帯
は
、
他
に

比
較
し
て
港
湾
関
連
施
設

整
備
が
非
常
に
遅
れ
て
い

る
。
均
衡
あ
る
整
備
促
進

を
し
て
は
ど
う
か
。
　
　

　
数
年
前
に
、
地
域
の
漁

業
団
体
が
町
と
県
に
「
重

栖
湾
の
総
合
的
な
改
修
計

画
・
要
望
書
」
を
提
出
し

た
が
、
こ
の
要
望
書
を
読

み
返
し
、
県
と
連
携
し
な

が
ら
、
遅
れ
て
い
る
箇
所

の
整
備
促
進
に
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。
県
に
強
く

要
請
す
べ
き
で
は
。

平
成
26
年
9
月
に

陳
情
書
を
受
け
て

い
る
。
現
在
、
福
浦
港
背

後
地
の
舗
装
実
施
に
向
け
、

県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

事
業
の
必
要
性
と
優
先
順

位
を
整
理
し
た
上
で
、
県
に

対
し
要
望
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

島
後
環
状
線
の
一

端
を
成
す
漁
港
関

連
道
の
代
大
橋
か
ら
北
方

ま
で
の
区
間
は
、
な
ぜ
、
改

修
工
事
が
始
ま
ら
な
い
の

か
。
平
成
2
年
に
地
元
要

望
書
を
出
し
、
近
く
着
工
見

込
み
と
聞
い
て
か
ら
数
年

が
経
っ
て
し
ま
っ
た
。
島

後
環
状
線
連
結
の
た
め
に
、

早
期
施
工
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
ま
た
、
長
尾
田
大
橋
か

ら
大
領
ト
ン
ネ
ル
方
向
へ

は
、
県
道
と
思
え
な
い
ほ

ど
狭
隘
で
曲
折
し
、
劣
悪

な
ま
ま
で
拡
幅
直
線
化
が

必
要
だ
。
地
形
的
に
施
工

困
難
な
ら
ば
、
長
尾
田
大

橋
か
ら
蔵
田
へ
向
け
て
海

岸
寄
り
に
ト
ン
ネ
ル
を
通

し
て
、
時
間
短
縮
と
漁
村

集
落
の
直
結
性
を
高
め
て

は
ど
う
か
。
県
に
現
行
道
路

の
拡
幅
か
、新
ト
ン
ネ
ル
開

設
か
を
要
請
す
べ
き
で
は
。

代
大
橋
か
ら
北
方

ま
で
の
区
間
は
、

令
和
6
年
度
に
工
事
着
手
、

7
年
度
の
完
成
予
定
と
し

て
い
る
。
ま
た
、長
尾
田
大

橋
か
ら
5
０
０
ｍ
の
区
間

は
見
通
し
が
悪
く
、
狭
く
て

通
り
に
く
い
道
路
で
あ
る

と
承
知
し
て
い
る
。
優
先
順

位
を
整
理
し
、
県
へ
要
望
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

岡田 智子  議員
おか だ    とも   こ

前田 芳樹  議員
まえ  だ    よし  き

“身近な社会貢献活動”の推進を

狭く見通しが悪い長尾田大橋付近

問町
長

問町
長

問町
長

問

問 町
長

町
長

問

町
長

問

問 町
長

町
長

Ｑ
島
後
環
状
線
道
路
の

未
施
工
区
間
の
改
修

整
備
を
。

Ａ
優
先
順
位
を
整
理

し
、県
へ
要
望
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

Ｑ
県
管
理
漁
港
港
湾
の

施
設
整
備
が
遅
れ
た

箇
所
の
整
備
促
進
を
。

Ａ
県
へ
要
望
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

Ｑ
ペ
レ
ッ
ト
事
業
の
現

状
と
今
後
の
計
画

は
。

Ａ
新
年
度
に
計
画
を
策

定
し
、ビ
ジ
ョ
ン
を
示

す
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
地
元
自
治
体
と
し
て

「
竹
島
問
題
」
に
ど

う
取
り
組
む
か
。

Ａ
国
内
外
の
方
々
に
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
力
す
る
。

Ｑ
「
隠
岐
び
と
の
心
」

を
育
む
、
身
近
な
社

会
貢
献
活
動
に
つ
い

て
の
取
組
み
は
。

Ａ
自
ら
考
え
、
行
動
で

き
る
人
材
の
育
成

と
、
社
会
貢
献
活
動

へ
の
き
っ
か
け
づ
く

り
を
行
う
。

Ｑ
「
隠
岐
の
島
町
水
産

業
振
興
計
画
」
の
事

業
検
証
と
今
後
の
方

針
は
。

Ａ
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

計
画
を
念
頭
に
事
業

を
展
開
す
る
。
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高校の存続、関係人
口の創出、地域振興
の必要性から望ま
しいと判断した

隠岐水産高校
蹴浪会 会長／小泉 秀男
PTA会長／山本　 誠
　学校長／酒井 實三

女
性
の
社
会
進
出
が

め
ざ
ま
し
く
進
展

し
、
女
性
パ
ワ
ー
が
大
活
躍

し
て
い
る
。
よ
り
良
い
地
域

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

す
べ
て
の
町
民
が
お
互
い
を

認
め
合
い
、
協
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
女
性
の
行
政
に
対
す
る
参

加
意
識
を
今
ま
で
以
上
に
高

め
、
女
性
の
提
言
を
町
政
に

活
か
す
方
法
と
し
て
、
「
女

性
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
す
れ

ば
、
女
性
の
社
会
生
活
、
活

動
に
密
着
し
た
生
の
声
を
聞

く
絶
好
の
機
会
に
な
る
の
で

は
。

現
在
、
島
根
県
に

お
い
て
、
幅
広
い

地
域
や
分
野
の
女
性
の
意

見
を
、
知
事
が
直
接
聞
く

機
会
を
設
け
て
お
り
、
本

町
か
ら
も
数
名
の
女
性
が

出
席
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
場
で
出
さ

れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、

島
根
県
と
共
有
し
、
で
き

る
も
の
は
、
町
政
に
反
映

し
て
い
く
。
サ
ミ
ッ
ト
の

開
催
に
関
わ
ら
ず
、
女
性

の
意
見
も
し
っ
か
り
と
取

り
入
れ
て
い
く
。

石田 茂春  議員
いし  だ     しげはる

女性の声を町政に

◆
本
町
一
般
管
理
事
務
に

　
つ
い
て

　
本
町
の
現
在
に
お
け
る

正
規
職
員
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
数
を
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
正
規
職
員
は
２

7
6
名
で
会
計
年
度
任
用

職
員
は
１
２
１
名
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。
委
員
か
ら
、

「
会
計
年
度
任
用
職
員
の

割
合
が
多
す
ぎ
る
の
で
は

な
い
か
」
「
本
来
の
正
規

職
員
の
採
用
が
不
足
し
て

い
な
い
か
」
な
ど
の
指
摘

に
対
し
、
執
行
部
か
ら
は

「
会
計
年
度
任
用
職
員
の

人
数
か
ら
の
判
断
で
は
な

く
、
配
置
的
に
は
適
正
だ

と
思
っ
て
い
る
」
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

　
委
員
会
か
ら
は
「
地
方

公
務
員
法
に
規
定
し
て
い

る
職
員
採
用
の
原
則
を
尊

重
し
、
正
規
職
員
を
採
用

し
て
、
補
え
な
い
と
こ
ろ

は
会
計
年
度
任
用
職
員
で

補
う
と
い
っ
た
姿
勢
は
大

事
に
す
べ
き
」
と
指
摘
し

た
。

◆
消
防
施
設
維
持
管
理
事

　
業
に
つ
い
て

　
委
員
か
ら
各
地
域
の
消

火
栓
の
管
理
の
状
況
を
質

問
を
し
た
と
こ
ろ
、
執
行

部
か
ら
「
特
に
担
当
方
針

は
な
く
、
各
地
域
消
防
団

が
管
理
す
る
地
域
と
自
治

会
が
管
理
す
る
地
域
と
様
々

な
状
況
で
統
一
が
難
し
い
」

と
の
回
答
だ
っ
た
。

　
委
員
会
か
ら
は
、「
町
村

合
併
前
か
ら
各
地
域
で
管

理
の
仕
方
が
違
う
よ
う
だ

が
、
幹
部
会
で
話
し
合
い

な
が
ら
一
度
整
理
を
し
、

有
事
の
際
に
不
備
の
無
い

よ
う
地
域
防
災
力
の
向
上

に
備
え
る
べ
き
」
と
指
摘

し
た
。

◆
町
有
財
産
活
用
事
業
費

　
に
つ
い
て

　
こ
の
建
物
は
役
場
新
庁

舎
と
隠
岐
病
院
を
つ
な
ぐ

幹
線
道
路
整
備
の
た
め
の

代
替
え
用
地
と
し
て
令
和

２
年
に
取
得
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
代
替
え
が
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
町
有

財
産
と
し
て
施
設
の
有
効

活
用
を
図
る
事
業
で
あ
る
。

　
公
益
財
団
法
人
隠
岐
の

島
町
農
業
公
社
の
事
務
所

と
し
て
活
用
を
検
討
し
た

が
、
規
模
が
大
き
す
ぎ
る

た
め
３
部
屋
に
分
割
改
修

し
施
設
の
賃
貸
に
よ
り
活

用
し
た
い
と
い
う
説
明
が

あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
「
用
地

交
渉
の
余
地
が
あ
る
の
で

あ
れ
ば
も
う
少
し
考
え
方

を
改
め
て
み
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
」
な
ど
多
く
の
質

疑
が
あ
っ
た
。
執
行
部
か

ら
は
「
建
物
を
購
入
し
て

か
ら
早
２
年
が
経
ち
、
交

渉
が
断
念
と
な
れ
ば
有
効

活
用
し
て
い
か
な
い
と
ま

た
年
月
が
経
っ
て
し
ま
う

の
で
、
路
線
担
当
課
と
調

整
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
」
と
い
う
回
答
で
あ
っ

た
。

　
委
員
会
か
ら
は
、
「
こ
の

建
物
の
活
用
方
針
が
決
定

次
第
速
や
か
に
議
会
に
報

告
す
べ
き
」と
指
摘
し
た
。

◆
公
民
館
分
館
活
動
事
業

　
補
助
金
と
集
落
地
域
活

　
性
化
事
業
補
助
金
の
統

　
合
に
つ
い
て

　
４
月
か
ら
公
民
館
分
館

活
動
費
が
集
落
地
域
活
性

化
事
業
補
助
金
と
統
合
す

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
委
員
会
か
ら
「
分
館
活

動
が
縮
小
し
な
い
よ
う
に

中
央
公
民
館
か
ら
も
き
ち

ん
と
助
言
、
指
導
す
る
」

よ
う
指
摘
し
た
。

◆
隠
岐
水
産
高
校
「
み
な

　
し
寮
（
第
三
寮
）」
の
新

　
設
を
求
め
る
陳
情
に
つ

　
い
て

　
現
在
、
既
存
の
二
つ
の

寮
（
定
員
76
名
）
は
ほ
ぼ

収
容
定
員
い
っ
ぱ
い
の
状

態
で
あ
り
、
令
和
５
年
度

は
新
入
生
が
10
名
程
度
し

か
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
急
増
し
て
い
る
島

外
か
ら
の
入
学
希
望
者
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
非
常

に
困
難
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
早
急
に
本
町
に
「
み

な
し
寮
（
第
三
寮
）」
の
新

設
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
県
は
、
舎
監
や
調
理
員
の

人
件
費
支
援
の
み
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
地
方

創
生
や
地
域
振
興
の
観
点

か
ら
住
居
の
確
保
は
基
本

的
に
市
町
村
が
行
う
べ
き

と
し
て
い
る
。

　
３
月
10
日
に
陳
情
者
が

来
庁
さ
れ
、
陳
情
内
容
に

つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
受

け
、
理
解
を
深
め
た
。

　
当
委
員
会
と
し
て
は
、

高
校
魅
力
化
の
推
進
、
関

係
人
口
の
創
出
、
地
域
振

興
の
必
要
性
か
ら
全
会
一

致
で
「
採
択
す
べ
し
」
と

し
た
。

　
こ
の
陳
情
に
お
い
て
は

緊
急
性
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
早
急
に
寮
の
新
設
を
検

討
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

隠岐水産高校 碧水寮

皆 様 か ら の 陳 情 ・ 要 望
件　　名

要
望

陳
情

提 出 者 付託委員会 審査結果 理　 由

母が中国で不法に
逮捕されている件
に関する要望

隠岐水産高校「みな
し寮（第三寮）」の新
設を求める陳情

東京都台東区
付  偉彤
フ      イ トウ 配 付

採 択総務教育民生
常任委員会

　4月に議会事務局へ着任いたしました
村上と申します。
　町民の皆様と直接かかわる機会は少な
いと思いますが、議員活動のお手伝いを
通じてお役に立てればと思います。是非、
議会傍聴にもいらしてください。

お忙しいところ、隠岐の島町議会のアンケートにご協力
頂きまして誠にありがとうございます。
皆様から貴重なご意見を多数頂戴いたしました。
今後はこれら意見等を参考に、住民の皆様の期待に応え
られる議会となるため、基本条例を作成してまいります。
また、現在、特別委員会でアンケートの集計・分析を行っ
ております。結果は後日、皆さまにお知らせ致します。

村上 克樹  議会事務局長

議会事務局長に着任しました
議会基本条例策定特別委員会

アンケート調査のお礼

［ 回答件数と回答率 ］
回答件数：1918通
回 答 率：29％

　　

隠岐水産高校「みなし寮」新設に向けて待った無し！

総務教育民生常任委員会
委員長報告

審
査
の
状
況
・
結
果

当委員会に付託された令和３年度補正予算及び、令和４年度一般
会計・特別会計予算、条例の一部改正等の議案は、全て原案通り「可
決すべし」とし、陳情は「採択すべし」とした。主なものを報告する。

問

町
長

Ｑ
女
性
の
声
を
聞
く

「
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開

催
を
。

Ａ
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
む
。
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高校の存続、関係人
口の創出、地域振興
の必要性から望ま
しいと判断した

隠岐水産高校
蹴浪会 会長／小泉 秀男
PTA会長／山本　 誠
　学校長／酒井 實三

女
性
の
社
会
進
出
が

め
ざ
ま
し
く
進
展

し
、
女
性
パ
ワ
ー
が
大
活
躍

し
て
い
る
。
よ
り
良
い
地
域

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

す
べ
て
の
町
民
が
お
互
い
を

認
め
合
い
、
協
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
女
性
の
行
政
に
対
す
る
参

加
意
識
を
今
ま
で
以
上
に
高

め
、
女
性
の
提
言
を
町
政
に

活
か
す
方
法
と
し
て
、
「
女

性
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
す
れ

ば
、
女
性
の
社
会
生
活
、
活

動
に
密
着
し
た
生
の
声
を
聞

く
絶
好
の
機
会
に
な
る
の
で

は
。

現
在
、
島
根
県
に

お
い
て
、
幅
広
い

地
域
や
分
野
の
女
性
の
意

見
を
、
知
事
が
直
接
聞
く

機
会
を
設
け
て
お
り
、
本

町
か
ら
も
数
名
の
女
性
が

出
席
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
場
で
出
さ

れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、

島
根
県
と
共
有
し
、
で
き

る
も
の
は
、
町
政
に
反
映

し
て
い
く
。
サ
ミ
ッ
ト
の

開
催
に
関
わ
ら
ず
、
女
性

の
意
見
も
し
っ
か
り
と
取

り
入
れ
て
い
く
。

石田 茂春  議員
いし  だ     しげはる

女性の声を町政に

◆
本
町
一
般
管
理
事
務
に

　
つ
い
て

　
本
町
の
現
在
に
お
け
る

正
規
職
員
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
数
を
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
正
規
職
員
は
２

7
6
名
で
会
計
年
度
任
用

職
員
は
１
２
１
名
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。
委
員
か
ら
、

「
会
計
年
度
任
用
職
員
の

割
合
が
多
す
ぎ
る
の
で
は

な
い
か
」
「
本
来
の
正
規

職
員
の
採
用
が
不
足
し
て

い
な
い
か
」
な
ど
の
指
摘

に
対
し
、
執
行
部
か
ら
は

「
会
計
年
度
任
用
職
員
の

人
数
か
ら
の
判
断
で
は
な

く
、
配
置
的
に
は
適
正
だ

と
思
っ
て
い
る
」
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

　
委
員
会
か
ら
は
「
地
方

公
務
員
法
に
規
定
し
て
い

る
職
員
採
用
の
原
則
を
尊

重
し
、
正
規
職
員
を
採
用

し
て
、
補
え
な
い
と
こ
ろ

は
会
計
年
度
任
用
職
員
で

補
う
と
い
っ
た
姿
勢
は
大

事
に
す
べ
き
」
と
指
摘
し

た
。

◆
消
防
施
設
維
持
管
理
事

　
業
に
つ
い
て

　
委
員
か
ら
各
地
域
の
消

火
栓
の
管
理
の
状
況
を
質

問
を
し
た
と
こ
ろ
、
執
行

部
か
ら
「
特
に
担
当
方
針

は
な
く
、
各
地
域
消
防
団

が
管
理
す
る
地
域
と
自
治

会
が
管
理
す
る
地
域
と
様
々

な
状
況
で
統
一
が
難
し
い
」

と
の
回
答
だ
っ
た
。

　
委
員
会
か
ら
は
、「
町
村

合
併
前
か
ら
各
地
域
で
管

理
の
仕
方
が
違
う
よ
う
だ

が
、
幹
部
会
で
話
し
合
い

な
が
ら
一
度
整
理
を
し
、

有
事
の
際
に
不
備
の
無
い

よ
う
地
域
防
災
力
の
向
上

に
備
え
る
べ
き
」
と
指
摘

し
た
。

◆
町
有
財
産
活
用
事
業
費

　
に
つ
い
て

　
こ
の
建
物
は
役
場
新
庁

舎
と
隠
岐
病
院
を
つ
な
ぐ

幹
線
道
路
整
備
の
た
め
の

代
替
え
用
地
と
し
て
令
和

２
年
に
取
得
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
代
替
え
が
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
町
有

財
産
と
し
て
施
設
の
有
効

活
用
を
図
る
事
業
で
あ
る
。

　
公
益
財
団
法
人
隠
岐
の

島
町
農
業
公
社
の
事
務
所

と
し
て
活
用
を
検
討
し
た

が
、
規
模
が
大
き
す
ぎ
る

た
め
３
部
屋
に
分
割
改
修

し
施
設
の
賃
貸
に
よ
り
活

用
し
た
い
と
い
う
説
明
が

あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
「
用
地

交
渉
の
余
地
が
あ
る
の
で

あ
れ
ば
も
う
少
し
考
え
方

を
改
め
て
み
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
」
な
ど
多
く
の
質

疑
が
あ
っ
た
。
執
行
部
か

ら
は
「
建
物
を
購
入
し
て

か
ら
早
２
年
が
経
ち
、
交

渉
が
断
念
と
な
れ
ば
有
効

活
用
し
て
い
か
な
い
と
ま

た
年
月
が
経
っ
て
し
ま
う

の
で
、
路
線
担
当
課
と
調

整
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
」
と
い
う
回
答
で
あ
っ

た
。

　
委
員
会
か
ら
は
、
「
こ
の

建
物
の
活
用
方
針
が
決
定

次
第
速
や
か
に
議
会
に
報

告
す
べ
き
」と
指
摘
し
た
。

◆
公
民
館
分
館
活
動
事
業

　
補
助
金
と
集
落
地
域
活

　
性
化
事
業
補
助
金
の
統

　
合
に
つ
い
て

　
４
月
か
ら
公
民
館
分
館

活
動
費
が
集
落
地
域
活
性

化
事
業
補
助
金
と
統
合
す

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
委
員
会
か
ら
「
分
館
活

動
が
縮
小
し
な
い
よ
う
に

中
央
公
民
館
か
ら
も
き
ち

ん
と
助
言
、
指
導
す
る
」

よ
う
指
摘
し
た
。

◆
隠
岐
水
産
高
校
「
み
な

　
し
寮
（
第
三
寮
）」
の
新

　
設
を
求
め
る
陳
情
に
つ

　
い
て

　
現
在
、
既
存
の
二
つ
の

寮
（
定
員
76
名
）
は
ほ
ぼ

収
容
定
員
い
っ
ぱ
い
の
状

態
で
あ
り
、
令
和
５
年
度

は
新
入
生
が
10
名
程
度
し

か
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
急
増
し
て
い
る
島

外
か
ら
の
入
学
希
望
者
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
非
常

に
困
難
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
早
急
に
本
町
に
「
み

な
し
寮
（
第
三
寮
）」
の
新

設
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
県
は
、
舎
監
や
調
理
員
の

人
件
費
支
援
の
み
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
地
方

創
生
や
地
域
振
興
の
観
点

か
ら
住
居
の
確
保
は
基
本

的
に
市
町
村
が
行
う
べ
き

と
し
て
い
る
。

　
３
月
10
日
に
陳
情
者
が

来
庁
さ
れ
、
陳
情
内
容
に

つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
受

け
、
理
解
を
深
め
た
。

　
当
委
員
会
と
し
て
は
、

高
校
魅
力
化
の
推
進
、
関

係
人
口
の
創
出
、
地
域
振

興
の
必
要
性
か
ら
全
会
一

致
で
「
採
択
す
べ
し
」
と

し
た
。

　
こ
の
陳
情
に
お
い
て
は

緊
急
性
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
早
急
に
寮
の
新
設
を
検

討
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

隠岐水産高校 碧水寮

皆 様 か ら の 陳 情 ・ 要 望
件　　名

要
望

陳
情

提 出 者 付託委員会 審査結果 理　 由

母が中国で不法に
逮捕されている件
に関する要望

隠岐水産高校「みな
し寮（第三寮）」の新
設を求める陳情

東京都台東区
付  偉彤
フ      イ トウ 配 付

採 択総務教育民生
常任委員会

　4月に議会事務局へ着任いたしました
村上と申します。
　町民の皆様と直接かかわる機会は少な
いと思いますが、議員活動のお手伝いを
通じてお役に立てればと思います。是非、
議会傍聴にもいらしてください。

お忙しいところ、隠岐の島町議会のアンケートにご協力
頂きまして誠にありがとうございます。
皆様から貴重なご意見を多数頂戴いたしました。
今後はこれら意見等を参考に、住民の皆様の期待に応え
られる議会となるため、基本条例を作成してまいります。
また、現在、特別委員会でアンケートの集計・分析を行っ
ております。結果は後日、皆さまにお知らせ致します。

村上 克樹  議会事務局長

議会事務局長に着任しました
議会基本条例策定特別委員会

アンケート調査のお礼

［ 回答件数と回答率 ］
回答件数：1918通
回 答 率：29％

　　

隠岐水産高校「みなし寮」新設に向けて待った無し！

総務教育民生常任委員会
委員長報告

審
査
の
状
況
・
結
果

当委員会に付託された令和３年度補正予算及び、令和４年度一般
会計・特別会計予算、条例の一部改正等の議案は、全て原案通り「可
決すべし」とし、陳情は「採択すべし」とした。主なものを報告する。

問

町
長

Ｑ
女
性
の
声
を
聞
く

「
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開

催
を
。

Ａ
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
む
。
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委
員
か
ら
は
「
公
共
料

金
等
審
議
会
の
答
申
に
あ

る
慎
重
な
運
用
が
必
要
と

の
内
容
か
ら
、
町
民
へ
の

事
前
の
説
明
は
必
要
で
は

な
い
か
」
な
ど
、
今
定
例

会
で
の
条
例
改
正
に
反
対

す
る
意
見
が
あ
っ
た
。
一

方
で
、
「
ご
み
減
量
化
座

談
会
や
廃
棄
物
減
量
等
推

進
審
議
会
を
開
催
し
、
公

共
料
金
等
審
議
会
で
の
答

申
が
出
さ
れ
る
ま
で
の
一

連
の
手
続
き
を
行
な
っ
て

お
り
、
問
題
は
な
い
の
で

は
な
い
か
」
な
ど
、
賛
成

す
る
意
見
が
あ
り
、
委
員

会
で
は
「
可
決
す
べ
し
」

と
し
た
。

◆
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

　
掃
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
改
正

　
条
例
改
正
の
主
な
内
容

は
、
ご
み
の
減
量
化
と
資
源

ご
み
の
分
別
を
推
進
す
る

た
め
、
現
行
の
ご
み
処
理
券

か
ら
ご
み
専
用
袋
に
変
更

す
る
な
ど
、
ご
み
処
理
に

関
す
る
制
度
や
料
金
を
大

幅
に
変
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
し
尿
処
理
の
料

金
改
定
は
、
現
在
、
し
尿

処
理
費
用
の
負
担
が
な
い
、

個
人
設
置
型
処
理
浄
化
槽

の
使
用
者
及
び
、
し
尿
汲

み
取
り
の
該
当
者
に
対
し

て
、
し
尿
処
理
費
用
の
負

担
を
求
め
、
下
水
道
利
用

者
と
の
料
金
負
担
の
公
平

化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

◆
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業

　
松
く
い
虫
防
除
の
た
め

の
空
中
散
布
（
約
60
㌶
に

つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
空

中
散
布
は
自
然
の
生
態
系

を
壊
す
原
因
と
な
っ
て
い

る
」
「
人
体
に
も
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
県
内
で
空
中
散
布

を
行
な
っ
て
い
る
の
は
本

町
だ
け
で
あ
る
こ
と
な
ど

考
え
、
や
め
る
方
向
で
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
担
当
課
か
ら
は
、
観
光

ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
、
白
島
・

ロ
ー
ソ
ク
島
・
浄
土
ヶ
浦

の
３
か
所
の
自
然
景
観
を

維
持
す
る
必
要
性
と
、
地

上
か
ら
の
病
害
虫
防
除
作

業
が
困
難
で
あ
る
理
由
か

ら
、
こ
れ
ま
で
空
中
散
布
を

継
続
し
て
き
た
と
の
状
況

説
明
が
あ
っ
た
。

◆
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

　
推
進
交
付
金
事
業

　
地
方
の
人
手
不
足
解
消

と
活
性
化
を
目
的
と
す
る

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
の

進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
た
。
　
　
　

　
担
当
課
よ
り
、
令
和
4

年
7
月
か
ら
の
事
業
開
始

に
向
け
た
手
続
き
と
準
備

作
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、

町
内
の
4
事
業
者
が
組
合

参
加
を
希
望
し
て
い
る
こ

と
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
任
期
終
了
者
が
地
域
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
兼
ね
、
組

合
従
事
者
と
な
る
こ
と
。

事
業
協
同
組
合
の
事
務
所

は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
に
置
く
こ
と
。
な
ど
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
「
町
民
へ

の
周
知
が
不
足
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
「
役
場

は
協
力
事
業
者
の
確
保
に

も
っ
と
努
力
す
べ
き
で
は

な
い
か
」
な
ど
の
意
見
が

あ
り
、
事
業
開
始
に
向
け

て
意
欲
的
に
取
り
組
む
よ

う
、
委
員
会
と
し
て
指
摘

し
た
。

特定地域づくり事業のイメージ図

汚泥共同処理施設

　　

ごみ処理・し尿処理の料金・制度改正について懇切丁寧な説明を！

産業建設常任委員会
委員長報告

審
査
の
状
況
・
結
果

当委員会に付託された令和３年度補正予算及び、令和 4 年度一般
会計・特別会計予算、条例の一部改正等の議案は、全て原案通り「可
決すべし」とした。主なものを報告する。

※

し
尿
処
理
費
用
と
は

　
事
業
者
が
回
収
し
た

　
し
尿
を
汚
泥
共
同
処

　
理
施
設
で
脱
水
処
理

　
す
る
た
め
の
経
費

　廃棄物の処理及び清掃に関する条例については、令和３年９月定例会の常任委員会で執行部より
「一般廃棄物処理手数料改定基本方針(案)」と「し尿処理手数料の有料化ついて(案)」が示されました。
その後、隠岐の島町公共料金等審議会に諮問し、審議会が３回開催され、令和４年２月に町に答申書が
提出されました。
今回、討論の焦点となったのは、答申書の内容を踏まえ、まずは住民説明を行った後に条例を制定する
か、それとも条例制定後に住民説明を行うかという内容でした｡

反 

対 

討 

論

賛
成
討
論

牧
野 

牧
子  

議
員

菊
地 

政
文  

議
員

　
本
件
に
つ
い
て
は
、
昨

年
９
月
議
会
に
お
い
て
、

環
境
課
よ
り
説
明
が
あ
っ

た
。

　
説
明
内
容
は
、
一
般
廃

棄
物
処
理
手
数
料
改
定
基

本
方
針
案
及
び
、
し
尿
処

理
手
数
料
の
改
正
案
に
つ

い
て
、
ご
み
の
減
量
化
、

再
資
源
化
の
た
め
に
新
た

な
施
策
を
推
進
し
、
し
尿

処
理
に
お
い
て
も
費
用
負

担
の
公
平
化
か
ら
処
理
料

金
に
つ
い
て
有
料
化
す
る

と
の
内
容
で
あ
っ
た
。

　
昨
年
11
月
５
日
に
住
民

代
表
で
あ
る
公
共
料
金
等

審
議
会
に
諮
問
さ
れ
、
制

度
改
正
及
び
有
料
化
に
つ

い
て
は「
妥
当
で
あ
る
」と

の
答
申
書
が
出
さ
れ
た
。

　
実
施
に
当
た
っ
て
は
町

民
へ
の
広
報
・
啓
発
活
動

な
ど
、
丁
寧
な
説
明
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
く
と
の

こ
と
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

　
公
共
料
金
等
審
議
会
の

答
申
は
「
制
度
が
大
き
く

変
わ
る
た
め
、
制
度
説
明

を
慎
重
か
つ
懇
切
丁
寧
に

し
て
、
町
民
の
理
解
を
得

た
上
で
実
施
す
る
こ
と
が

必
須
で
あ
る
」
と
の
内
容

だ
っ
た
。
ご
み
の
減
量
化

座
談
会
等
は
あ
っ
た
が
、し

尿
処
理
に
つ
い
て
の
説
明

会
は
し
て
い
な
い
。

　
改
正
理
由
と
し
て
、「
汲

み
取
り
及
び
浄
化
槽
利
用

者
と
下
水
道
利
用
者
と
の

間
で
費
用
負
担
の
不
均
衡

が
生
じ
て
い
る
」
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
も
理
解
で
き

た
が
、
多
く
の
対
象
の
住

民
の
中
に
は
諸
事
情
が
あ

り
、
下
水
道
に
接
続
で
き

な
い
、
特
に
高
齢
の
家
庭

に
と
っ
て
、
し
尿
処
理
手

数
料
の
大
幅
な
値
上
げ
は

大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
今
回
の
よ
う
な
大
幅
な

値
上
げ
の
場
合
、
ま
ず
は

住
民
周
知
を
行
う
こ
と
が

住
民
に
対
す
る
思
い
や
り

だ
と
思
う
。
住
民
周
知
さ

れ
て
い
な
い
現
状
で
条
例

の
改
正
を
決
定
す
る
こ
と

に
賛
成
で
き
な
い
。
条
例

改
正
の
延
期
を
希
望
し
反

対
す
る
。

藤
野 

定
幸  

議
員

　
し
尿
処
理
に
関
し
て
は

町
民
に
一
切
説
明
が
な
い

ま
ま
の
条
例
制
定
は
町
民

の
代
表
と
し
て
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
。
あ
ま
り
に
も

拙
速
す
ぎ
る
と
思
う
。

　
公
共
料
金
を
上
げ
る
際

は
、
町
は
町
民
に
寄
り
添

う
べ
き
と
思
う
。
国
が
行

う
と
き
で
も
先
ず
方
針
を

示
し
、
意
見
を
聞
き
緩
和

措
置
や
色
々
な
情
報
を
積

極
的
に
発
信
し
行
っ
て
い

る
。特
に
、し
尿
処
理
に
関

し
て
有
料
化
の
説
明
を
一

切
し
て
お
ら
ず
、ま
だ
下

水
に
つ
な
い
で
な
い
世
帯

に
も
負
担
さ
せ
る
の
は
あ

ま
り
に
も
唐
突
過
ぎ
る
。

　
さ
ら
に
、現
在
下
水
道
使

用
料
に
し
尿
処
理
費
用
も

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、

未
だ
説
明
を
さ
れ
て
い
な

い
。

　
つ
な
ぐ
こ
と
が
出
来
な
い

世
帯
や
、ま
だ
下
水
道
が
き
て

い
な
い
地
区
が
あ
る
中
で

色
々
な
緩
和
措
置
等
を
セ
ッ

ト
で
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　
社
会
通
念
上
、
妥
当
な

範
囲
で
の
手
数
料
負
担
と

な
る
よ
う
に
、
税
負
担
も

検
討
す
る
な
ど
細
か
な
点

で
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。以
上
の
こ
と
か
ら

条
例
案
に
反
対
す
る
。

閉鎖予定の島後クリーンセンター

討論（３月定例会）
「廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正」
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し
た
。

特定地域づくり事業のイメージ図

汚泥共同処理施設

　　

ごみ処理・し尿処理の料金・制度改正について懇切丁寧な説明を！

産業建設常任委員会
委員長報告

審
査
の
状
況
・
結
果

当委員会に付託された令和３年度補正予算及び、令和 4 年度一般
会計・特別会計予算、条例の一部改正等の議案は、全て原案通り「可
決すべし」とした。主なものを報告する。

※

し
尿
処
理
費
用
と
は

　
事
業
者
が
回
収
し
た

　
し
尿
を
汚
泥
共
同
処

　
理
施
設
で
脱
水
処
理

　
す
る
た
め
の
経
費

　廃棄物の処理及び清掃に関する条例については、令和３年９月定例会の常任委員会で執行部より
「一般廃棄物処理手数料改定基本方針(案)」と「し尿処理手数料の有料化ついて(案)」が示されました。
その後、隠岐の島町公共料金等審議会に諮問し、審議会が３回開催され、令和４年２月に町に答申書が
提出されました。
今回、討論の焦点となったのは、答申書の内容を踏まえ、まずは住民説明を行った後に条例を制定する
か、それとも条例制定後に住民説明を行うかという内容でした｡

反 

対 

討 

論

賛
成
討
論

牧
野 

牧
子  

議
員

菊
地 

政
文  

議
員

　
本
件
に
つ
い
て
は
、
昨

年
９
月
議
会
に
お
い
て
、

環
境
課
よ
り
説
明
が
あ
っ

た
。

　
説
明
内
容
は
、
一
般
廃

棄
物
処
理
手
数
料
改
定
基

本
方
針
案
及
び
、
し
尿
処

理
手
数
料
の
改
正
案
に
つ

い
て
、
ご
み
の
減
量
化
、

再
資
源
化
の
た
め
に
新
た

な
施
策
を
推
進
し
、
し
尿

処
理
に
お
い
て
も
費
用
負

担
の
公
平
化
か
ら
処
理
料

金
に
つ
い
て
有
料
化
す
る

と
の
内
容
で
あ
っ
た
。

　
昨
年
11
月
５
日
に
住
民

代
表
で
あ
る
公
共
料
金
等

審
議
会
に
諮
問
さ
れ
、
制

度
改
正
及
び
有
料
化
に
つ

い
て
は「
妥
当
で
あ
る
」と

の
答
申
書
が
出
さ
れ
た
。

　
実
施
に
当
た
っ
て
は
町

民
へ
の
広
報
・
啓
発
活
動

な
ど
、
丁
寧
な
説
明
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
く
と
の

こ
と
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

　
公
共
料
金
等
審
議
会
の

答
申
は
「
制
度
が
大
き
く

変
わ
る
た
め
、
制
度
説
明

を
慎
重
か
つ
懇
切
丁
寧
に

し
て
、
町
民
の
理
解
を
得

た
上
で
実
施
す
る
こ
と
が

必
須
で
あ
る
」
と
の
内
容

だ
っ
た
。
ご
み
の
減
量
化

座
談
会
等
は
あ
っ
た
が
、し

尿
処
理
に
つ
い
て
の
説
明

会
は
し
て
い
な
い
。

　
改
正
理
由
と
し
て
、「
汲

み
取
り
及
び
浄
化
槽
利
用

者
と
下
水
道
利
用
者
と
の

間
で
費
用
負
担
の
不
均
衡

が
生
じ
て
い
る
」
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
も
理
解
で
き

た
が
、
多
く
の
対
象
の
住

民
の
中
に
は
諸
事
情
が
あ

り
、
下
水
道
に
接
続
で
き

な
い
、
特
に
高
齢
の
家
庭

に
と
っ
て
、
し
尿
処
理
手

数
料
の
大
幅
な
値
上
げ
は

大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
今
回
の
よ
う
な
大
幅
な

値
上
げ
の
場
合
、
ま
ず
は

住
民
周
知
を
行
う
こ
と
が

住
民
に
対
す
る
思
い
や
り

だ
と
思
う
。
住
民
周
知
さ

れ
て
い
な
い
現
状
で
条
例

の
改
正
を
決
定
す
る
こ
と

に
賛
成
で
き
な
い
。
条
例

改
正
の
延
期
を
希
望
し
反

対
す
る
。

藤
野 
定
幸  

議
員

　
し
尿
処
理
に
関
し
て
は

町
民
に
一
切
説
明
が
な
い

ま
ま
の
条
例
制
定
は
町
民

の
代
表
と
し
て
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
。
あ
ま
り
に
も

拙
速
す
ぎ
る
と
思
う
。

　
公
共
料
金
を
上
げ
る
際

は
、
町
は
町
民
に
寄
り
添

う
べ
き
と
思
う
。
国
が
行

う
と
き
で
も
先
ず
方
針
を

示
し
、
意
見
を
聞
き
緩
和

措
置
や
色
々
な
情
報
を
積

極
的
に
発
信
し
行
っ
て
い

る
。特
に
、し
尿
処
理
に
関

し
て
有
料
化
の
説
明
を
一

切
し
て
お
ら
ず
、ま
だ
下

水
に
つ
な
い
で
な
い
世
帯

に
も
負
担
さ
せ
る
の
は
あ

ま
り
に
も
唐
突
過
ぎ
る
。

　
さ
ら
に
、現
在
下
水
道
使

用
料
に
し
尿
処
理
費
用
も

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、

未
だ
説
明
を
さ
れ
て
い
な

い
。

　
つ
な
ぐ
こ
と
が
出
来
な
い

世
帯
や
、ま
だ
下
水
道
が
き
て

い
な
い
地
区
が
あ
る
中
で

色
々
な
緩
和
措
置
等
を
セ
ッ

ト
で
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　
社
会
通
念
上
、
妥
当
な

範
囲
で
の
手
数
料
負
担
と

な
る
よ
う
に
、
税
負
担
も

検
討
す
る
な
ど
細
か
な
点

で
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。以
上
の
こ
と
か
ら

条
例
案
に
反
対
す
る
。

閉鎖予定の島後クリーンセンター

討論（３月定例会）
「廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正」
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　人口減少が顕著な中山間地域・離島において高校を継続・発展するためには、高校に進学す
る子供たちを増やしていくことが必要である。
　隠岐水産高校では既に二つの寮は収容定員(７６名)いっぱいの状態であり、令和５年度は新入生
が１０人程度しか受け入れることができず、急増している島外からの入学希望者を受け入れること
が非常に困難となっている。高校の存続、高校魅力化の推進、関係人口の創出、地域振興の必要
性から「みなし寮(第三寮)」の新設について早急に実現するよう求める。(決議文より抜粋)

　12月21日～22日に、国、関係機関及び島根県選出国会議員等への要望活動を行い「竹島領土
権確立隠岐期成同盟会」として要望書を渡し説明を行った。
要望書内容／１．内閣府内への竹島を所管する組織の早期設置
　　　　　　２．隠岐の島町内に普及啓発施設として国直轄の「竹島漁撈歴史記念館」設置
　　　　　　３．暫定水域における漁業秩序の早期確立
　　　　　　４．国境離島における海上警備体制のさらなる強化
　　　　　　５．学校教育における竹島に関する学習の強化

議 員 発 議議 員 発 議

竹島対策特別委員会竹島対策特別委員会

隠岐水産高校「みなし寮（第三寮）」の新設を求める重要決議

　ロシアは２月２４日以来、隣国ウクライナに軍事侵攻を続けている。これは国際社会の平和と秩序
の維持に対する明白かつ重大なる破壊行為であり、断じて許すことはできない。
　まして、一国の元首が「核兵器の使用も辞さない」と他国を威嚇するなど絶対にあってはならな
いことであり、唯一の戦争被爆国である日本国民としても断じて許すことはできない。
　ロシア政府が軍による攻撃を即時かつ無条件に停止し、ウクライナ全土から撤退するよう強く
求めるとともに、平和の回復へ向けて国際法に則った誠意ある対処をするよう強く求める。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(決議文より抜粋)

ロシアによる侵略行為に対する非難決議

【 要望活動 】

　全国的に、「竹島問題」の関心は、低いと言われている。そこで、「竹島問題」への関心をより強く
アピールするため今年の活動目標を設定しました。
　　　　　　１．福浦にあるビャクシン(鬱陵島由来の木)移植の
　　　　　　　準備の検討
　　　　　　２．島前地区との会議を再開
　　　　　　３．町内にある「竹島由来の地」への見学会を実施
　　　　　　４．講演会の実施、または広報（議会だより）に掲載

【 令和4年度の活動目標 】

　
令
和
３
年
９
月
議
会
に

て
「
運
動
公
園
野
外
照
明

施
設
長
寿
命
化
工
事
の
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」

担
当
課
よ
り
野
外
照
明
の

水
銀
灯
が
生
産
中
止
と
な
っ

た
と
の
理
由
か
ら
、Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
へ
の
取
替
え
は
消
費

電
力
も
か
な
り
抑
え
ら
れ

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

今
回
の
「
工
事
請
負
変
更
契

約
」
の
内
容
は
工
事
が
始

ま
っ
て
か
ら
緊
急
を
要
す

る
想
定
外
の
も
の
で
は
無

く
、
点
灯
方
法
の
変
更
に

よ
る
増
額
で
あ
り
、
昨
年
、

９
月
議
会
ま
で
に（
点
灯
方

法
は
）
予
測
可
能
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の

工
事
を
変
更
す
る
こ
と
で
、

そ
の
補
正
額
に
見
合
っ
た

長
寿
命
化
に
繋
が
る
詳
細

な
説
明
が
無
か
っ
た
。
変

更
額
は
少
額
だ
が
、
金
額

の
問
題
で
は
無
く
、
変
更

に
至
っ
た
過
程
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
立
場
で
あ
る
こ
と

か
ら
反
対
す
る
。

　
当
初
の
計
画
で
は
１
億

３
１
４
５
万
円
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
交
換
し
、
電
気
系
統
を

７
個
ず
つ
３
系
に
す
る
こ

と
で
、
電
気
代
が
半
分
と

な
り
、
長
寿
命
化
も
図
ら

れ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
本
臨
時
会
で
は

電
気
系
統
に
つ
い
て
３
個

ず
つ
７
系
統
に
変
更
す
る

内
容
が
提
案
さ
れ
た
。

　
年
間
１
１
３
時
間
と
い

う
使
用
時
間
で
電
気
代
は

約
21
万
円
か
か
る
中
で
、

さ
ら
に
２
８
４
万
５
７
０

０
円
も
か
け
て
、
な
ぜ
、

そ
こ
ま
で
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
、
や
は
り
こ
れ
は

贅
沢
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
今
回
の
変
更
に
つ
い
て

住
民
に
説
明
が
で
き
な
い
。

　
当
初
の
３
系
統
で
実
施

す
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す

る
。

　
反
対
す
る
主
な
理
由
は
、

工
事
内
容
を
変
更
す
る
必

要
性
が
あ
る
と
は
言
い
難

い
こ
と
。
か
つ
、
工
事
変

更
に
伴
い
工
事
費
が
２
８

４
万
５
７
０
０
円
増
額
と

な
る
２
つ
の
理
由
か
ら
反

対
す
る
。

　
多
目
的
広
場
の
夜
間
利

用
者
数
や
、
利
用
頻
度
、

利
用
目
的
や
利
用
時
間
等

を
総
合
的
に
判
断
し
た
場

合
一
基
あ
た
り
の
照
明
の

制
御
系
統
を
３
系
統
か
ら

７
系
統
に
増
や
す
必
要
性

は
非
常
に
低
い
と
判
断
す

る
。
本
町
で
は
今
後
、

小
・
中
学
校
の
長
寿
命
化

工
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

財
政
運
営
が
厳
し
い
中
で

公
共
施
設
の
整
備
計
画
を

着
実
に
進
め
て
い
く
た
め

に
も
、
工
事
費
の
抑
制
は

大
き
な
要
素
と
な
る
。
工

事
費
の
大
幅
な
増
額
が
発

生
す
る
「
工
事
請
負
変
更

契
約
」
は
認
め
る
べ
き
で

は
な
い
。

牧
野 

牧
子  

議
員

反 

対 

討 

論

藤
野 

定
幸  

議
員

村
上 

謙
武  

議
員

討論（2月臨時会）
「運動公園野外照明施設長寿命化工事」

　運動公園野外照明施設長寿命化工事は、消費電力を抑え、長寿命化を図る目的で水銀灯からLED
へ交換するための工事です。さらに、一部照明の点灯できるように、横３列の３系統の照明制御が計画
されていました。
　今回の臨時会では当初の３系統から縦７列の７系統への変更が提案されました。
　討論の焦点となったのは、予定していた３系統の制御を７系統に変更する必要性についてでした。

電線管(28mm→54mmに変更)
電線管内ケーブルを増設

縦７列７系統に変更

当初の予定では
横３列３系統制御
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が１０人程度しか受け入れることができず、急増している島外からの入学希望者を受け入れること
が非常に困難となっている。高校の存続、高校魅力化の推進、関係人口の創出、地域振興の必要
性から「みなし寮(第三寮)」の新設について早急に実現するよう求める。(決議文より抜粋)

　12月21日～22日に、国、関係機関及び島根県選出国会議員等への要望活動を行い「竹島領土
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　　　　　　２．隠岐の島町内に普及啓発施設として国直轄の「竹島漁撈歴史記念館」設置
　　　　　　３．暫定水域における漁業秩序の早期確立
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　ロシアは２月２４日以来、隣国ウクライナに軍事侵攻を続けている。これは国際社会の平和と秩序
の維持に対する明白かつ重大なる破壊行為であり、断じて許すことはできない。
　まして、一国の元首が「核兵器の使用も辞さない」と他国を威嚇するなど絶対にあってはならな
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　ロシア政府が軍による攻撃を即時かつ無条件に停止し、ウクライナ全土から撤退するよう強く
求めるとともに、平和の回復へ向けて国際法に則った誠意ある対処をするよう強く求める。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(決議文より抜粋)

ロシアによる侵略行為に対する非難決議

【 要望活動 】

　全国的に、「竹島問題」の関心は、低いと言われている。そこで、「竹島問題」への関心をより強く
アピールするため今年の活動目標を設定しました。
　　　　　　１．福浦にあるビャクシン(鬱陵島由来の木)移植の
　　　　　　　準備の検討
　　　　　　２．島前地区との会議を再開
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【 令和4年度の活動目標 】

　
令
和
３
年
９
月
議
会
に

て
「
運
動
公
園
野
外
照
明

施
設
長
寿
命
化
工
事
の
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」

担
当
課
よ
り
野
外
照
明
の

水
銀
灯
が
生
産
中
止
と
な
っ

た
と
の
理
由
か
ら
、Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
へ
の
取
替
え
は
消
費

電
力
も
か
な
り
抑
え
ら
れ

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

今
回
の
「
工
事
請
負
変
更
契

約
」
の
内
容
は
工
事
が
始

ま
っ
て
か
ら
緊
急
を
要
す

る
想
定
外
の
も
の
で
は
無

く
、
点
灯
方
法
の
変
更
に

よ
る
増
額
で
あ
り
、
昨
年
、

９
月
議
会
ま
で
に（
点
灯
方

法
は
）
予
測
可
能
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の

工
事
を
変
更
す
る
こ
と
で
、

そ
の
補
正
額
に
見
合
っ
た

長
寿
命
化
に
繋
が
る
詳
細

な
説
明
が
無
か
っ
た
。
変

更
額
は
少
額
だ
が
、
金
額

の
問
題
で
は
無
く
、
変
更

に
至
っ
た
過
程
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
立
場
で
あ
る
こ
と

か
ら
反
対
す
る
。

　
当
初
の
計
画
で
は
１
億

３
１
４
５
万
円
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
交
換
し
、
電
気
系
統
を

７
個
ず
つ
３
系
に
す
る
こ

と
で
、
電
気
代
が
半
分
と

な
り
、
長
寿
命
化
も
図
ら

れ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
本
臨
時
会
で
は

電
気
系
統
に
つ
い
て
３
個

ず
つ
７
系
統
に
変
更
す
る

内
容
が
提
案
さ
れ
た
。

　
年
間
１
１
３
時
間
と
い

う
使
用
時
間
で
電
気
代
は

約
21
万
円
か
か
る
中
で
、

さ
ら
に
２
８
４
万
５
７
０

０
円
も
か
け
て
、
な
ぜ
、

そ
こ
ま
で
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
、
や
は
り
こ
れ
は

贅
沢
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
今
回
の
変
更
に
つ
い
て

住
民
に
説
明
が
で
き
な
い
。

　
当
初
の
３
系
統
で
実
施

す
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す

る
。

　
反
対
す
る
主
な
理
由
は
、

工
事
内
容
を
変
更
す
る
必

要
性
が
あ
る
と
は
言
い
難

い
こ
と
。
か
つ
、
工
事
変

更
に
伴
い
工
事
費
が
２
８

４
万
５
７
０
０
円
増
額
と

な
る
２
つ
の
理
由
か
ら
反

対
す
る
。

　
多
目
的
広
場
の
夜
間
利

用
者
数
や
、
利
用
頻
度
、

利
用
目
的
や
利
用
時
間
等

を
総
合
的
に
判
断
し
た
場

合
一
基
あ
た
り
の
照
明
の

制
御
系
統
を
３
系
統
か
ら

７
系
統
に
増
や
す
必
要
性

は
非
常
に
低
い
と
判
断
す

る
。
本
町
で
は
今
後
、

小
・
中
学
校
の
長
寿
命
化

工
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

財
政
運
営
が
厳
し
い
中
で

公
共
施
設
の
整
備
計
画
を

着
実
に
進
め
て
い
く
た
め

に
も
、
工
事
費
の
抑
制
は

大
き
な
要
素
と
な
る
。
工

事
費
の
大
幅
な
増
額
が
発

生
す
る
「
工
事
請
負
変
更

契
約
」
は
認
め
る
べ
き
で

は
な
い
。

牧
野 

牧
子  

議
員

反 

対 

討 

論

藤
野 

定
幸  

議
員

村
上 

謙
武  

議
員

討論（2月臨時会）
「運動公園野外照明施設長寿命化工事」

　運動公園野外照明施設長寿命化工事は、消費電力を抑え、長寿命化を図る目的で水銀灯からLED
へ交換するための工事です。さらに、一部照明の点灯できるように、横３列の３系統の照明制御が計画
されていました。
　今回の臨時会では当初の３系統から縦７列の７系統への変更が提案されました。
　討論の焦点となったのは、予定していた３系統の制御を７系統に変更する必要性についてでした。

電線管(28mm→54mmに変更)
電線管内ケーブルを増設

縦７列７系統に変更

当初の予定では
横３列３系統制御
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みんなと一緒に、満開の桜を見にきたよ！
◯令和４年定例会・新年度予算・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２
◯総括質疑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４
◯一般質問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ６
◯陳情・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１０
◯委員長報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１１
◯討論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１３
◯議員発議・竹島対策特別委員会・・・・・・・・・Ｐ１５
◯採決状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１６

お花見や、じゃがいもを植え、春を
楽しむ、隠岐共生学園第二保育所
のお友だち

　
耐
え
難
い
悲
劇
と
悲
惨
な
出
来
事

を
生
み
出
す
だ
け
の
悪
し
き
戦
争

が
、再
び
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　【
歴
史
は
繰
り
返
す
】

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、ロ
シ
ア
軍
に
よ

る
想
像
を
絶
す
る
軍
事
攻
撃
に
よ

り
、多
く
の
建
物
が
崩
壊
し
、罪
の
な

い
大
勢
の一
般
市
民
が
犠
牲
と
な
り

ま
し
た
。人
々
は
死
の
恐
怖
を
感
じ

な
が
ら
国
外
へ
と
逃
れ
、避
難
民
と

し
て
耐
え
続
け
て
い
ま
す
。

　一日
も
早
く
戦
争
が
終
結
し
、ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
人
々
が
、再
び
平
和
な
日

常
生
活
を
お
く
る
日
が
来
る
こ
と
を

心
か
ら
願
う
ば
か
り
で
す
。　
　
　

　
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
は
、世
界
平

和
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
出
来
事
で
す
が
、身
近
な
問
題

に
目
を
向
け
た
と
き
、本
町
の
豊
か

な
自
然
、文
化
、平
穏
な
生
活
環
境

等
を
、次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
何
を
な
す
べ
き
か
。

　
大
切
な
こ
と
は
、町
民一人
ひ
と
り

が
英
知
を
出
し
合
い
、ま
ち
の
将
来

に
つ
い
て一緒
に
考
え
行
動
す
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

文
　
責
　
　
村
上 

謙
武

　
議
会
事
務
局T

E
L(

２) 

８
５
６
８

F
A
X(

２) 

３
３
９
６

編
集
後
記

採 決 の 状 況
賛成多数で可決した議案 （ 臨時会 ・ 定例会 ）

第1回臨時会　全会一致で可決・承認した議案

３月定例会　全会一致で可決・承認・採択した議案

(臨)工事請負変更契約の締結 〔運動公園野外照明施設長寿命化〕

（定）廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正

件　　　名

令和３年度一般会計補正予算（第７号） 専決処分

工事請負変更契約の締結 〔八田集合住宅機械設備工事〕

工事請負変更契約の締結 〔隠岐島文化会館大ホール照明工事〕

令和３年度一般会計補正予算（第８号）

令和３年度国民健康保険施設勘定〔中村診療所〕特別会計補正予算（第３号）

令和３年度国民健康保険施設勘定〔都万診療所〕特別会計補正予算（第３号）

令和３年度五箇へき地診療施設事業特別会計補正予算（第３号）

行政組織条例の一部改正

消防団員の定員、任命、給与、服務等に関する条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

隠岐の島町中財産区基金条例

工事請負変更契約〔公共下水道管路布設工事〕の締結

工事請負変更契約〔中村漁港漁業集落排水管路布設工事〕の締結

物品購入変更契約〔塵芥収集車購入〕の専決処分

令和４年度国民健康保険事業勘定特別会計予算

令和４年度国民健康保険施設勘定〔五箇診療所〕特別会計予算

令和４年度下水道事業特別会計予算

令和４年度訪問看護事業特別会計予算

令和４年度五箇へき地診療施設事業特別会計予算

令和４年度後期高齢者医療保険事業特別会計予算

人権擁護委員の推薦につき意見を求める諮問（2件）

隠岐の島町議会委員会条例の一部改正（発委第1号）

隠岐水産高校「みなし寮（第三寮）」の新設を求める重要決議（発議第２号）

工事請負変更契約の締結 〔八田集合住宅建築主体工事〕

工事請負変更契約の締結 〔隠岐ポートプラザ衛生設備改修工事〕

指定管理者の指定 〔隠岐の島町観光宿泊施設〕

令和３年度国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）

令和３年度国民健康保険施設勘定〔五箇診療所〕特別会計補正予算（第３号）

令和３年度下水道事業特別会計補正予算（第３号）

令和３年度上水道事業会計補正予算（第２号）

職員の育児休業等に関する条例の一部改正

消防団員等公務災害補償条例の一部改正

下水道使用料条例の一部改正

辺地に係る総合整備計画の一部変更

工事請負契約〔中町中条線一本橋橋梁更新工事〕の締結

工事請負変更契約〔林道横尾北山線災害復旧工事〕の締結

令和４年度一般会計予算

令和４年度国民健康保険施設勘定〔中村診療所〕特別会計予算

令和４年度国民健康保険施設勘定〔都万診療所〕特別会計予算

令和４年度駐車場事業特別会計予算

令和４年度布施へき地診療施設事業特別会計予算

令和４年度中財産区特別会計予算

令和４年度上水道事業会計予算

隠岐水産高校「みなし寮（第三寮）」の新設を求める陳情

ロシアによる侵略行為に対する非難決議（発議第1号）

米
　澤

髙
　宮

石
　田

前
　田

安
　部

池
田
賢

西
　尾

菊
　地

村
　上

大
　江

田
　中

齋
　藤

藤
　野

牧
　野

岡
　田

◯◯◯◯◯◯

×

◯

×

◯

×

◯

××

◯

◯◯◯◯
×

◯◯◯

×

◯◯◯

××

◯


